
。

　

2008.3

写真掲載の応募をお待ちしています。（応募数によっては順番待ちになることがあります）詳しくは情報推進課広報広聴係まで

●総人口：35,554人（－62)
（男：17,125人・女：18,429人）

（－24） （－38）

●世帯数：13,525世帯（－17)
（平成20年3月1日現在）

（　）内は前月比　
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ふるさとの風景再発見 ！

2008年　Vol.27

「先生、これまでありがとう！」

も　く　じ

3／11　園部幼稚園「お別れ会」

2 ４月１日から始まる新しい医療制度をお知らせします
4 スポーツ・文化の功績をたたえ表彰
8 功績や善行をたたえる　─平成19年度　南丹市表彰式─
9 行政トピックス
10 いきいき南丹／ぶらりなんたん　～普門院～

月号3
けん  ご

　昨年の夏から練習を重ね、2月24日に初公演を迎えられた♩丹musica。南丹市の
子どもから大人までが一緒に作りあげた手作りのミュージカルは、迫真の演技の連
続で、見応えのある舞台でした。（14ページに関連記事）

今月の表紙…3月11日に園部幼稚園で行われ
たお別れ会。卒園する園児たちは、これまでお
世話になった先生たちに、感謝の思いを込めて
書いた似顔絵を贈りました。

■♩丹musica（タンタンムジカ）初公演

「兄弟仲良く、素直で優しい子になってね」
（パパ・ママより）

平岩　賢悟くん （０歳３ヵ月）
●園部町

とも

〝〝
　

四
月
か
ら
は
、
ま
ち
の
話
題
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
９
ち
ゃ
ん
ね

る
」
の
中
で
い
ち
早
く
お
届
け

し
、
広
報
誌
は
奇
数
月
の
第
二
金

曜
日
の
隔
月
発
行
に
な
り
ま
す
。

よ
り
読
み
や
す
い
広
報
誌
と
な
る

よ
う
、
情
報
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
基
本
と
な
る
文
字
を
大
き

く
し
ま
す
。
紙
面
の
構
成
も
工
夫

し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
顔

が
見
え
、
声
が
聞
こ
え
る
広
報
誌

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

（
Ｓ
）
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　七
十
五
歳
（
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
人
は
六
十
五
歳
）
以
上
の
人

は
、
現
在
、
国
民
健
康
保
険
や
社

会
保
険
と
呼
ば
れ
る
健
康
保
険
組

合
、
共
済
組
合
な
ど
の
医
療
保
険

に
加
入
し
「
老
人
保
健
制
度
」
で

医
療
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
四

月
一
日
か
ら
は
、
制
度
が
変
わ

り
、
新
た
に
独
立
し
た
医
療
制
度

と
な
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
で
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

　医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る

際
、
提
示
し
て
い
た
国
民
健
康
保

険
や
社
会
保
険
の
保
険
証
と
老
人

保
険
法
の
医
療
受
給
者
証
が
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
一
枚
を

使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　医
療
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
老
人
保
健
制
度
と
ほ
ぼ
同
じ

で
す
。

　ま
た
、
窓
口
で
の
患
者
の
負
担

は
、
今
ま
で
ど
お
り
一
割
負
担
に

な
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、
住
民
税

課
税
所
得
が
百
四
十
五
万
円
以
上

の
人
は
三
割
負
担
）

　保
険
料
は
一
人
ひ
と
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　か
か
り
ま
す

　社
会
保
険
の
被
保
険
者
の
扶
養

家
族
で
、
現
在
保
険
料
を
納
め
て

い
な
い
人
も
、
新
た
に
保
険
料
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
九

月
ま
で
は
保
険
料
が
無
料
に
、
十

月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
は
九
割
、

そ
の
後
一
年
間
は
五
割
が
軽
減
さ

れ
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　保
険
料
は
ど
う
納
め
る
の
？

　年
金
か
ら
自
動
的
に
差
し
引
い

て
納
め
る
方
法
（
特
別
徴
収
）

と
、
個
別
に
納
め
る
方
法
（
普
通

徴
収
）
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
と
な
る
人
】

▼
年
金
額
が
年
額
十
八
万
円
以
上

で
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
、

年
金
額
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い

人※
保
険
料
は
、
年
金
の
支
払
期

（
偶
数
月
）
ご
と
に
、
年
金
か
ら

自
動
的
に
保
険
料
が
差
し
引
か
れ

ま
す
。

【
普
通
徴
収
と
な
る
人
】

▼
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い

人

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
を
減
ら

し
、
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
健
康
診
断
と
そ
の
後

の
栄
養
・
運
動
指
導
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

　南
丹
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

四
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
人
を
対
象

に
行
い
ま
す
。

　平
成
二
十
年
度
か
ら
市
が
実
施

し
て
き
た
基
本
健
康
診
査
が
、
国

民
健
康
保
険
な
ど
の
各
保
険
者
に

よ
る
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
」
に
な
り
ま
す
。

　こ
れ
は
、
生
活
習
慣
病
を
引
き

起
こ
す
確
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て

い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

四
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
新
し
い
医
療
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　平
成
二
十
年
四
月
か
ら
医
療
制
度
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

▲後期高齢者医療の保険証

　現在、高齢者の医療費が増えています。安定した保険運営を
行うため、75歳未満と75歳以上（後期高齢者）が公平に医療費
を負担し、高齢者の特徴に応じた医療サービスを行うことを目
指すための制度です。
　運営主体は「京都府後期高齢者医療広域連合」となり、保険
料の決定や医療の給付を行います。市は、各種申請や届け出の
受け付け、保険証の引き渡し、保険料の徴収業務を行います。

　保
険
料
の
お
知
ら
せ
方
法
は
？

【
特
別
徴
収
と
な
る
人
】

▼
四
月
の
年
金
振
込
日
ま
で
に
保

険
料
（
仮
算
定
）
を
記
載
し
た
通

知
書
を
送
り
ま
す
。

【
普
通
徴
収
と
な
る
人
】

▼
七
月
に
保
険
料
額
を
記
載
し
た

通
知
書
を
送
り
ま
す
。
一
年
分
の

保
険
料
を
七
月
か
ら
九
回
に
分
け

て
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に

よ
る
普
通
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　年
度
途
中
か
ら
加
入
し
た

場
合
の
保
険
料
は
？

　保
険
料
は
月
割
り
で
計
算
さ

れ
、
被
保
険
者
で
あ
る
期
間
に
相

当
す
る
保
険
料
額
が
賦
課
さ
れ
ま

す
。

●　後期高齢者医療制度とは　●

　乳
幼
児
の
医
療
費
を
二
割
負
担

に
軽
減
す
る
対
象
年
齢
が
、
「
三

歳
未
満
」
か
ら
「
義
務
教
育
就
学

（
小
学
校
入
学
）
前
」
ま
で
に
拡

充
さ
れ
ま
す
。
二
割
と
な
る
の
は

「
六
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
な
り

ま
す
。

※
乳
幼
児
医
療
等
の
適
用
を
受
け

て
い
る
人
は
今
ま
で
ど
お
り
の
負

担
で
す
。

※
申
請
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。 

 

　国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
は
、

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
人
の
医

療
費
自
己
負
担
割
合
が
、
一
割
の

人
は
二
割
へ
見
直
さ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

年
四
月
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月

ま
で
の
一
年
間
、
自
己
負
担
割
合

が
一
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

※
現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る
人
で

す
で
に
三
割
負
担
の
人
や
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る

一
定
の
障
が
い
認
定
を
受
け
た
人

は
除
き
ま
す
。

※
平
成
十
八
年
の
制
度
改
正
で
、

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
人
の
窓

口
負
担
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年

四
月
か
ら
二
割
負
担
（
現
役
並
み

所
得
が
あ
る
人
で
三
割
負
担
の
人

は
除
く
）
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
た
も
の
を
据
え
置
く
も

の
で
す
。

　国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
な
ど

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
二
十

年
度
か
ら
六
十
五
歳
以
上
の
人
の

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
自
動
的
に
差
し
引
い

て
納
め
る
年
金
天
引
き
）
が
始
ま

り
ま
す
。

　世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
全
員
が
六
十
五
歳
以
上
七
十
五

歳
未
満
の
世
帯
の
世
帯
主
で
あ
っ

て
、
年
額
十
八
万
円
以
上
の
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
が
特
別
徴
収

の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
国
民

健
康
保
険
税
の
合
算
額
が
年
金
受

給
額
の
二
分
の
一
を
超
え
る
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
税
は
特
別
徴

収
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　な
お
、
南
丹
市
は
、
平
成
二
十

年
十
月
か
ら
特
別
徴
収
を
実
施
し

ま
す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
事
前

に
通
知
し
ま
す
。

平成20年３月31日まで
３歳未満　２割負担

平成20年４月１日から
義務教育就学前　２割負担
（６歳に達する日以降の
  最初の３月31日まで）

●特定健診の受け方
　健診を申し込まれた人に南丹市国民健康保険から
「受診券」を送付します。集団健(検)診または指定の
医療機関で受診してください。なお、受診の際は、必
ず「受診券」と「国民健康保険証」をご持参くださ
い。
●集団健（検）診（受診料：無料）
　５月～６月に各地域を巡回します。
●個別健診（受診料：1,000円）
　　指定医療機関で５月～７月の間受診できます。

　皆さんに受診していただく特定健診の受診率は、皆さん
に収めていただいている保険税額に影響します。自身の健
康管理のためにも、特定健診を積極的に受けてください。

特定健診を受診するには

特定健診を積極的に受けましょう

義
務
教
育
就
学
前
の
子
ど
も
の
自

己
負
担
割
合
が
二
割
に
な
り
ま
す

七
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
人
の
医
療

費
自
己
負
担
割
合
を
据
え
置
き

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

︵
天
引
き
︶
が
始
ま
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
先

市
役
所
国
保
医
療
課

☎
〇
七
七
一
│
六
八
│
〇
〇
一
一

各
支
所
健
康
福
祉
課

　八
木
　☎
㈹
四
二
│
二
三
〇
〇

　日
吉
　☎
　六
八
│
〇
〇
三
二

　美
山
　☎
　六
八
│
〇
〇
四
一
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　七
十
五
歳
（
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
人
は
六
十
五
歳
）
以
上
の
人

は
、
現
在
、
国
民
健
康
保
険
や
社

会
保
険
と
呼
ば
れ
る
健
康
保
険
組

合
、
共
済
組
合
な
ど
の
医
療
保
険

に
加
入
し
「
老
人
保
健
制
度
」
で

医
療
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
四

月
一
日
か
ら
は
、
制
度
が
変
わ

り
、
新
た
に
独
立
し
た
医
療
制
度

と
な
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
で
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

　医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る

際
、
提
示
し
て
い
た
国
民
健
康
保

険
や
社
会
保
険
の
保
険
証
と
老
人

保
険
法
の
医
療
受
給
者
証
が
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
一
枚
を

使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　医
療
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
老
人
保
健
制
度
と
ほ
ぼ
同
じ

で
す
。

　ま
た
、
窓
口
で
の
患
者
の
負
担

は
、
今
ま
で
ど
お
り
一
割
負
担
に

な
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、
住
民
税

課
税
所
得
が
百
四
十
五
万
円
以
上

の
人
は
三
割
負
担
）

　保
険
料
は
一
人
ひ
と
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　か
か
り
ま
す

　社
会
保
険
の
被
保
険
者
の
扶
養

家
族
で
、
現
在
保
険
料
を
納
め
て

い
な
い
人
も
、
新
た
に
保
険
料
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
九

月
ま
で
は
保
険
料
が
無
料
に
、
十

月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
は
九
割
、

そ
の
後
一
年
間
は
五
割
が
軽
減
さ

れ
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　保
険
料
は
ど
う
納
め
る
の
？

　年
金
か
ら
自
動
的
に
差
し
引
い

て
納
め
る
方
法
（
特
別
徴
収
）

と
、
個
別
に
納
め
る
方
法
（
普
通

徴
収
）
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
と
な
る
人
】

▼
年
金
額
が
年
額
十
八
万
円
以
上

で
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
、

年
金
額
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い

人※
保
険
料
は
、
年
金
の
支
払
期

（
偶
数
月
）
ご
と
に
、
年
金
か
ら

自
動
的
に
保
険
料
が
差
し
引
か
れ

ま
す
。

【
普
通
徴
収
と
な
る
人
】

▼
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い

人

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
を
減
ら

し
、
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
健
康
診
断
と
そ
の
後

の
栄
養
・
運
動
指
導
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

　南
丹
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

四
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
人
を
対
象

に
行
い
ま
す
。

　平
成
二
十
年
度
か
ら
市
が
実
施

し
て
き
た
基
本
健
康
診
査
が
、
国

民
健
康
保
険
な
ど
の
各
保
険
者
に

よ
る
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
」
に
な
り
ま
す
。

　こ
れ
は
、
生
活
習
慣
病
を
引
き

起
こ
す
確
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て

い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

四
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
新
し
い
医
療
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　平
成
二
十
年
四
月
か
ら
医
療
制
度
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

▲後期高齢者医療の保険証

　現在、高齢者の医療費が増えています。安定した保険運営を
行うため、75歳未満と75歳以上（後期高齢者）が公平に医療費
を負担し、高齢者の特徴に応じた医療サービスを行うことを目
指すための制度です。
　運営主体は「京都府後期高齢者医療広域連合」となり、保険
料の決定や医療の給付を行います。市は、各種申請や届け出の
受け付け、保険証の引き渡し、保険料の徴収業務を行います。

　保
険
料
の
お
知
ら
せ
方
法
は
？

【
特
別
徴
収
と
な
る
人
】

▼
四
月
の
年
金
振
込
日
ま
で
に
保

険
料
（
仮
算
定
）
を
記
載
し
た
通

知
書
を
送
り
ま
す
。

【
普
通
徴
収
と
な
る
人
】

▼
七
月
に
保
険
料
額
を
記
載
し
た

通
知
書
を
送
り
ま
す
。
一
年
分
の

保
険
料
を
七
月
か
ら
九
回
に
分
け

て
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に

よ
る
普
通
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　年
度
途
中
か
ら
加
入
し
た

場
合
の
保
険
料
は
？

　保
険
料
は
月
割
り
で
計
算
さ

れ
、
被
保
険
者
で
あ
る
期
間
に
相

当
す
る
保
険
料
額
が
賦
課
さ
れ
ま

す
。

●　後期高齢者医療制度とは　●

　乳
幼
児
の
医
療
費
を
二
割
負
担

に
軽
減
す
る
対
象
年
齢
が
、
「
三

歳
未
満
」
か
ら
「
義
務
教
育
就
学

（
小
学
校
入
学
）
前
」
ま
で
に
拡

充
さ
れ
ま
す
。
二
割
と
な
る
の
は

「
六
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
な
り

ま
す
。

※
乳
幼
児
医
療
等
の
適
用
を
受
け

て
い
る
人
は
今
ま
で
ど
お
り
の
負

担
で
す
。

※
申
請
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。 

 

　国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
は
、

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
人
の
医

療
費
自
己
負
担
割
合
が
、
一
割
の

人
は
二
割
へ
見
直
さ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

年
四
月
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月

ま
で
の
一
年
間
、
自
己
負
担
割
合

が
一
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

※
現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る
人
で

す
で
に
三
割
負
担
の
人
や
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る

一
定
の
障
が
い
認
定
を
受
け
た
人

は
除
き
ま
す
。

※
平
成
十
八
年
の
制
度
改
正
で
、

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
人
の
窓

口
負
担
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年

四
月
か
ら
二
割
負
担
（
現
役
並
み

所
得
が
あ
る
人
で
三
割
負
担
の
人

は
除
く
）
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
た
も
の
を
据
え
置
く
も

の
で
す
。

　国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
な
ど

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
二
十

年
度
か
ら
六
十
五
歳
以
上
の
人
の

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
自
動
的
に
差
し
引
い

て
納
め
る
年
金
天
引
き
）
が
始
ま

り
ま
す
。

　世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
全
員
が
六
十
五
歳
以
上
七
十
五

歳
未
満
の
世
帯
の
世
帯
主
で
あ
っ

て
、
年
額
十
八
万
円
以
上
の
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
が
特
別
徴
収

の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
国
民

健
康
保
険
税
の
合
算
額
が
年
金
受

給
額
の
二
分
の
一
を
超
え
る
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
税
は
特
別
徴

収
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　な
お
、
南
丹
市
は
、
平
成
二
十

年
十
月
か
ら
特
別
徴
収
を
実
施
し

ま
す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
事
前

に
通
知
し
ま
す
。

平成20年３月31日まで
３歳未満　２割負担

平成20年４月１日から
義務教育就学前　２割負担
（６歳に達する日以降の
  最初の３月31日まで）

●特定健診の受け方
　健診を申し込まれた人に南丹市国民健康保険から
「受診券」を送付します。集団健(検)診または指定の
医療機関で受診してください。なお、受診の際は、必
ず「受診券」と「国民健康保険証」をご持参くださ
い。
●集団健（検）診（受診料：無料）
　５月～６月に各地域を巡回します。
●個別健診（受診料：1,000円）
　　指定医療機関で５月～７月の間受診できます。

　皆さんに受診していただく特定健診の受診率は、皆さん
に収めていただいている保険税額に影響します。自身の健
康管理のためにも、特定健診を積極的に受けてください。

特定健診を受診するには

特定健診を積極的に受けましょう

義
務
教
育
就
学
前
の
子
ど
も
の
自

己
負
担
割
合
が
二
割
に
な
り
ま
す

七
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
人
の
医
療

費
自
己
負
担
割
合
を
据
え
置
き

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

︵
天
引
き
︶
が
始
ま
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
先

市
役
所
国
保
医
療
課

☎
〇
七
七
一
│
六
八
│
〇
〇
一
一

各
支
所
健
康
福
祉
課

　八
木
　☎
㈹
四
二
│
二
三
〇
〇

　日
吉
　☎
　六
八
│
〇
〇
三
二

　美
山
　☎
　六
八
│
〇
〇
四
一
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南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
賞
は
、

南
丹
市
の
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
文
化

な
ど
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
し
た

個
人
ま
た
は
団
体
に
対
し
て
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
団
体
》

【
中
学
生
の
部
】

▼
八
木
中
学
校
男
子
低
学
年
リ

レ
ー
チ
ー
ム
（
近
畿
中
学
校
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
二
位
・
第
六
十

回
京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
四
〇
〇
㍍
リ
レ
ー
優
勝

［
廣
瀬
雄
平
、
八
木
孝
紘
、
川
勝
聖

也
、
羽
野
弘
樹
］

【
高
校
生
の
部
】

▼
園
部
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
（
第

六
十
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会
男
子
フ
ィ
ー
ル

ド
の
部
四
位
／
第
六
十
回
近
畿
高

等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会
男
子
フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
優
勝

／
第
六
十
回
京
都
府
高
等
学
校

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
男
子

フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
優
勝
・
総
合
の
部

五
位
）
▼
農
芸
高
等
学
校
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
（
第
二
十
五
回
全

日
本
高
等
学
校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
選
手
権
大
会
女
子
団
体
総
合

優
勝
）

《
個
人
》

【
中
学
生
の
部
】

▼
村
上
兼
英［
園
部
中
三
年
］（
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

円
盤
投
四
位
／
近
畿
中
学
校
陸
上

競
技
大
会
円
盤
投
二
位
／
第
六
十

回
京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
円
盤
投
優
勝
）
▼
太
田
翔

［
園
部
中
二
年
］（
第
五
十
三
回
全

日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

三
〇
〇
〇
㍍
全
国
大
会
出
場
）
▼
藤

村
葵
［
殿
田
中
一
年
］（
第
三
十
八

回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会
出
場
一
年
女
子
一
〇
〇

㍍
・
府
代
表
四
〇
〇
㍍
リ
レ
ー
／
第

六
十
回
京
都
府
中
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
一
年
女
子
一
〇
〇
㍍

二
位
）▼
小
泉
佑
介［
園
部
中
三
年
］

（
第
二
十
一
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場
）
京

都
府
選
抜
チ
ー
ム
▼
八
木
孝
紘
［
八

木
中
一
年
］（
第
三
十
八
回
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

府
代
表
四
〇
〇
㍍
リ
レ
ー
七
位
／

第
五
十
三
回
全
日
本
中
学
校
通
信

陸
上
競
技
大
会
京
都
府
大
会
一
年

一
〇
〇
㍍
優
勝
／
第
六
十
回
京
都

府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競

技
大
会
一
年
一
〇
〇
㍍
二
位
）

【
高
校
生
の
部
】

▼
馬
渕
奏
［
西
京
高
三
年
］（
第

六
十
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技
女
子
四
〇
〇
㍍

優
勝
・
女
子
八
〇
〇
㍍
二
位
・
女

子
一
六
〇
〇
㍍
リ
レ
ー
二
位
／
第

六
十
二
回
国
民
体
育
大
会
陸
上

競
技
少
年
Ａ
女
子
四
〇
〇
㍍
二

位
）
▼
小
西
和
伸
［
園
部
高
三

年
］（
第
四
十
五
回
全
国
高
等
学
校

ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
一
〇

㍍
Ｓ
六
〇
Ｊ
Ｍ
出
場
／
第
六
十
二

回
国
民
体
育
大
会
少
年
男
子
エ
ア

ラ
イ
フ
ル
競
技
出
場
／
第
六
十
二

回
国
民
体
育
大
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

予
選
少
年
男
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
立

射
六
〇
発
競
技
三
位
／
平
成
十
九

年
度
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
京
都
府
予
選
会

一
〇
㍍
Ｓ
六
〇
Ｊ
Ｍ
優
勝
・
Ｂ
Ｒ

Ｓ
六
〇
Ｊ
Ｍ
二
位
）
▼
長
谷
川
貴

俊
［
園
部
高
三
年
］（
第
四
十
五
回

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

手
権
大
会
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
出

場
）
▼
花
村
文
恵
［
園
部
高
三
年
］

（
第
二
十
六
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ

フ
ル
射
撃
競
技
選
抜
大
会
Ｂ
Ｒ
Ｓ

四
〇
Ｊ
Ｗ
六
位
／
第
六
十
二
回
国

民
体
育
大
会
少
年
女
子
エ
ア
ラ
イ

フ
ル
競
技
出
場
／
平
成
十
九
年
度

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
一
〇
㍍
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
出
場

／
第
四
十
五
回
全
国
高
等
学
校
ラ

イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
一
〇
㍍

Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
出
場
／
第
四
十
五
回

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

手
権
大
会
京
都
府
予
選
会
一
〇
㍍

Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
優
勝
・
Ｂ
Ｒ
Ｓ
四
〇

Ｊ
Ｗ
優
勝
）
▼
波
多
野
翔
子
［
園

部
高
二
年
］（
第
四
十
五
回
全
国

高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権

大
会
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
出
場
／

第
六
十
二
回
国
民
体
育
大
会
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
少
年
女
子
ビ
ー
ム

ラ
イ
フ
ル
立
射
四
〇
発
競
技
三
位
）

▼
野
中
直
道
［
園
部
高
三
年
］（
第

六
十
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
ハ
ン
マ
ー
投
二
位

／
第
六
十
二
回
国
民
体
育
大
会
陸

上
競
技
少
年
Ａ
ハ
ン
マ
ー
投
二
位

（
六
五
㍍
一
〇
・
日
本
高
校
新
）
／

第
二
十
三
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
ハ
ン
マ
ー
投
四
位
）

▼
宮
木
淳
平
［
園
部
高
三
年
］（
第

六
十
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
円
盤
投
四
位
／
第

二
十
三
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
円
盤
投
四
位
／
第
二

回
京
都
府
国
公
立
高
等
学
校
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会
円
盤
投
優

勝
（
五
五
㍍
八
九
京
都
高
校
新
））

▼
中
西
一
平
［
園
部
高
三
年
］（
第

六
十
回
京
都
府
高
等
学
校
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
や
り
投
優
勝
）

▼
鹿
取
一
馬
［
園
部
高
一
年
］（
第

四
十
回
近
畿
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
円
盤
投

二
位
／
第
四
十
二
回
京
都
府
高
等

学
校
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
円
盤
投
二
位
）
▼
造
酒
泰

子
［
農
芸
高
三
年
］（
二
〇
〇
七
年

サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
大
会
女
子
四
八
㌔
級
二

位
／
第
四
回
全
日
本
選
抜
高
等
学

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の

　 
功
績
を
た
た
え
表
彰

―
平
成
十
九
年
度　

南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
賞　

表
彰
式
―

　

二
月
二
十
四
日
、
南
丹
市
役
所
で
「
平
成
十
九
年
度
南
丹
市
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
表
彰
式
」
を
行
い
、
十
四
の
団
体
と
、
九
十
九

人
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
女
子
四
八
㌔
級
優
勝
）
▼
久

保
元
人［
農
芸
高
三
年
］（
二
〇
〇
七

年
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
選
手
権
大
会
男
子
五
六
㌔
級

七
位
／
第
四
回
全
日
本
選
抜
高
等

学
校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手

権
大
会
男
子
五
六
㌔
級
優
勝
）
▼

清
水
哲
太
［
農
芸
高
三
年
］（
第
四

回
全
日
本
選
抜
高
等
学
校
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
男
子

七
五
㌔
級
八
位
）
▼
尾
上
み
さ
き

［
農
芸
高
二
年
］（
二
〇
〇
七
年
サ

ブ
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
大
会
女
子
八
二・
五
㌔
級
七

位
）▼
鈴
木
美
貴
子［
農
芸
高
二
年
］

（
第
二
十
五
回
全
日
本
高
等
学
校
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

女
子
六
〇
㌔
級
優
勝
）
▼
徳
島
瑞
希

［
農
芸
高
一
年
］（
第
二
十
五
回
全
日

本
高
等
学
校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
大
会
男
子
八
二・
五
㌔
級

十
一
位
）
▼
奥
戸
知
香
［
農
芸
高

一
年
］（
第
二
十
五
回
全
日
本
高
等

学
校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手

権
大
会
女
子
五
六
㌔
級
二
位
）
▼

名
古
祐
平
［
北
桑
田
高
美
山
分
校

四
年
］（
第
四
十
二
回
全
国
高
等
学

校
定
時
制
通
信
制
陸
上
競
技
大
会

走
り
幅
跳
・
三
段
跳
び
出
場
／
第

四
十
三
回
近
畿
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
課
程
体
育
大
会
陸
上
競
技

の
部
走
高
跳
三
位
）
▼
五
百
木
優

也［
北
桑
田
高
美
山
分
校
二
年
］（
第

四
十
二
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
陸
上
競
技
大
会
四
〇
〇
㍍

Ｈ
・
一
六
〇
〇
㍍
リ
レ
ー
出
場
）
▼

矢
野
誠
也
［
北
桑
田
高
美
山
分
校

二
年
］（
第
四
十
二
回
全
国
高
等
学

校
定
時
制
通
信
制
陸
上
競
技
大
会

円
盤
投
出
場
／
第
四
十
三
回
近
畿

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
課
程
体

育
大
会
陸
上
競
技
の
部
円
盤
投
二

位
）
▼
原
田
亜
紀
［
北
桑
田
高
美

山
分
校
二
年
］（
第
四
十
二
回
全
国

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
陸
上
競

技
大
会
一
〇
〇
㍍
Ｈ
八
位
・
四
〇
〇

㍍
リ
レ
ー
▼
松
木
綾
香
［
北
桑
田

高
美
山
分
校
二
年
］（
第
四
十
三
回

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
陸

上
競
技
大
会
一
〇
〇
㍍
Ｈ
七
位
／

第
四
十
二
回
近
畿
高
等
学
校
定
時

制
通
信
制
課
程
体
育
大
会
陸
上
競

技
の
部
一
〇
〇
㍍
Ｈ
優
勝
・
円
盤
投

三
位
）

【
一
般
の
部
】

▼
藤
井
榮
一［
南
丹
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
］（
第
十
三
回
近
畿
地

区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大

会
優
勝
）
▼
岡
本
潤
子
［
府
民
総

体
南
丹
市
陸
上
代
表
チ
ー
ム
］（
第

三
十
回
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
一
般
女
子
砲
丸
投
げ
優

勝
）
▼
西
田
耕
造
［
み
や
こ
太
極

拳
教
室
］（
第
十
五
回
京
都
府
武
術

太
極
拳
競
技
大
会
二
四
式
太
極
拳

Ｃ
優
秀
賞
・
総
合
太
極
拳
Ａ
Ｂ
二

位
）

■
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
団
体
》

【
中
学
生
の
部
】

▼
園
部
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
（
第
六
十
回
京
都
府
中
学
校

総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団

体
三
位
）   

【
高
校
生
の
部
】	

	

▼
北
桑
田
高
等
学
校
美
山
分
校
陸

上
競
技
部
（
第
四
十
三
回
近
畿
高

等
学
校
定
時
制
通
信
制
課
程
体
育

大
会
陸
上
競
技
の
部
学
校
対
抗
男

子
六
位
・
女
子
五
位
）

【
一
般
の
部
】

▼
南
丹
市
卓
球
バ
レ
ー
チ
ー
ム
［
南

丹
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
八
木
支

部
］（
第
三
十
回
京
都
府
民
総
合
体

育
大
会
市
町
村
交
流
種
目
卓
球
バ

レ
ー
競
技
二
位
）

《
個
人
》

【
中
学
生
の
部
】

▼
吉
川
大
地
・
前
田
晃
大
［
園
部

中
二
年
］（
京
都
府
中
学
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
新
人
大
会
三
位
）
▼
山
脇
未

有
［
八
木
中
二
年
］（
第
六
十
回
京

都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操

競
技
個
人
総
合
二
位
）

【
高
校
生
の
部
】

▼
竹
上
千
咲
［
桂
高
一
年
］（
第

四
十
回
近
畿
高
校
ユ
ー
ス
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
一
年
女
子

一
五
〇
〇
㍍
四
位
）▼
笠
原
孝
夫［
園

部
高
三
年
］（
第
六
十
二
回
京
都
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
ハ
ン
マ
ー
投

少
年
Ａ
二
位
）
▼
中
嶋
紘
希
［
園

部
高
一
年
］（
第
六
十
二
回
京
都
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
一
〇
〇
㍍
少

年
Ｂ
二
位
）
▼
小
嶋
敬
司
［
園
部

高
一
年
］（
第
六
十
二
回
京
都
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
八
〇
〇
㍍
少
年

Ｂ
三
位
）
▼
岡
本
潤
基
［
南
丹
高

三
年
］（
第
二
回
京
都
府
国
公
立
高

等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

会
一
五
〇
〇
㍍
三
位
）

【
一
般
の
部
】

▼
藤
林
裕
［
府
民
総
体
南
丹
市
陸

上
代
表
チ
ー
ム
］（
第
三
十
回
京
都

府
民
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
成

年
男
子
砲
丸
投
げ
二
位
）
▼
中
村

映
里
乃
［
府
民
総
体
南
丹
市
陸
上

代
表
チ
ー
ム
］（
第
三
十
回
京
都
府

民
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
一
般

女
子
走
り
幅
跳
び
三
位
）

■
優
秀
文
化
賞

《
団
体
》

【
高
校
生
の
部
】

▼
農
芸
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
専

門
部
畜
産
部
（
第
二
十
三
回
中
国

地
区
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
最
優
秀
出
品
校

受
賞
／
第
二
十
九
回
京
都
府
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
（
京
都
府
知
事
賞
）
／
第

七
回
全
日
本
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ

ト
シ
ョ
ウ
一
等
一
席
受
賞
）

《
個
人
》

【
中
学
生
の
部
】

▼
今
西
千
耀
［
八
木
中
三
年
］（
平

成
十
九
年
度
南
丹
地
区
小
学
校
駅

伝
競
走
大
会
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
京
都
府
知
事
賞
）
▼
人
見
真
奈

美
［
八
木
中
三
年
］（
全
国
書
画
展

覧
会
「
書
写
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大

会
」
金
賞
）
▼
藤
坂
優
加
［
八
木

中
二
年
］（
全
国
書
画
展
覧
会
「
書

写
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
」金
賞
）

▼
中
村
康
太
郎
［
八
木
中
一
年
］（
全

▲スポーツの分野で活躍された人を表彰
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▲文化・芸術の分野で活躍された人を表彰

国
中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

中
央
大
会
法
務
省
人
権
擁
護
局
長

賞
）
▼
向
井
歩
美
［
殿
田
中
三
年
］

（
南
丹
美
術
工
芸
教
育
展
中
学
校
平

面
作
品
の
部
京
都
府
知
事
賞
）
▼

竹
内
翼
［
美
山
中
三
年
］（
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
京
都

大
会
京
都
府
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
長
賞
）
▼
中
澤
廣
紀
［
美
山
中

三
年
］（
第
二
十
九
回
「
少
年
の
主

張
」
京
都
府
大
会
京
都
府
教
育
委

員
会
教
育
長
賞
）

【
高
校
生
の
部
】

▼
廣
瀬
加
耶
［
園
部
高
一
年
］（
平

成
十
九
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
賞
）
▼
田
中
冬
碁
［
農
芸

高
三
年
］（
第
五
十
五
回
近
畿
学

校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
意
見
発

表
（
区
分
・
食
料
）
優
秀
賞
／
第

五
十
八
回
京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
大
会
意
見
発
表
（
区
分
・

食
料
）
最
優
秀
賞
）
▼
畑
唯
［
農

芸
高
三
年
］（
第
五
十
八
回
日
本

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
農
業

鑑
定
競
技
（
草
花
）
優
秀
賞
）
▼

神
崎
将
弥
［
農
芸
高
三
年
］（
第

五
十
八
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
農
業
鑑
定
競
技
（
造
園
）

優
秀
賞
）
▼
福
田
健
輔
［
農
芸
高

三
年
］（
第
五
十
八
回
日
本
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
農
業
鑑
定
競

技
（
造
園
）
優
秀
賞
）
▼
前
川
麗

［
農
芸
高
三
年
］（
第
五
十
八
回
日

本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
農

業
鑑
定
競
技
（
農
業
土
木
）
優
秀

賞
）
▼
竹
岡
秀
信
［
農
芸
高
二
年
］

（
第
五
十
八
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会
農
業
鑑
定
競
技
（
農

業
）
優
秀
賞
）
▼
新
宮
由
子
［
農

芸
高
二
年
］（
第
五
十
八
回
日
本
学

校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
農
業
鑑

定
競
技
（
畜
産
）
優
秀
賞
）
▼
内

藤
將
人
［
亀
岡
高
二
年
］（
南
丹
美

術
工
芸
教
育
展
府
立
学
校
平
面
作

品
の
部
京
都
府
知
事
賞
）
▼
平
井

秀
［
南
丹
高
二
年
］（
南
丹
美
術
工

芸
教
育
展
府
立
学
校
立
体
作
品
の

部
京
都
府
知
事
賞
）
▼
竹
内
和
宏

［
北
桑
田
高
三
年
］（
ス
ト
ッ
プ
温
暖

化
『
一
村
一
品
』
大
作
戦
全
国
大
会

（
環
境
省
主
催
）
最
優
秀
賞
）
▼
前

田
憲
吾［
北
桑
田
高
三
年
］（
ス
ト
ッ

プ
温
暖
化
『
一
村
一
品
』
大
作
戦
全

国
大
会（
環
境
省
主
催
）最
優
秀
賞
）

▼
福
井
陽
太［
北
桑
田
高
三
年
］（
ス

ト
ッ
プ
温
暖
化
『
一
村
一
品
』
大
作

戦
全
国
大
会
（
環
境
省
主
催
）
最

優
秀
賞
）
▼
寺
坂
美
希
［
北
桑
田

高
三
年
］（
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
『
一

村
一
品
』
大
作
戦
全
国
大
会
（
環

境
省
主
催
）
最
優
秀
賞
）
▼
本
郷

早
紀
［
北
桑
田
高
三
年
］（
ス
ト
ッ

プ
温
暖
化
『
一
村
一
品
』
大
作
戦
全

国
大
会（
環
境
省
主
催
）最
優
秀
賞
）

■
文
化
賞

《
団
体
》

【
中
学
生
の
部
】

▼
園
部
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

（
京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金

賞
）

《
個
人
》

【
中
学
生
の
部
】

▼
平
田
咲
［
園
部
中
三
年
］（
南
丹

美
術
工
芸
教
育
展
中
学
生
立
体
作

品
の
部
京
都
伝
統
工
芸
大
学
校
理

事
長
賞
）
▼
松
本
麻
希
［
八
木
中

三
年
］（
南
丹
美
術
工
芸
教
育
展

中
学
生
立
体
作
品
の
部
京
都
新
聞

社
賞
）
▼
榎
本
美
咲
［
殿
田
中
三

年
］（
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
京
都
大
会
京
都
新
聞
社
賞
）

▼
吉
田
知
子
［
美
山
中
三
年
］（
第

二
十
九
回
「
少
年
の
主
張
」
京
都

府
大
会
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会

会
長
賞
）
▼
外
田
遼
［
美
山
中
三

年
］（
第
二
十
九
回
「
少
年
の
主
張
」

京
都
府
大
会
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
会
長
賞
）
▼
元
山
高
嶺
［
美
山

中
三
年
］（
第
二
十
九
回
「
少
年
の

主
張
」
京
都
府
大
会
京
都
府
公
立

中
学
校
長
会
会
長
賞
）
▼
井
上
由

衣
［
美
山
中
三
年
］（
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
京
都
大
会

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
賞
）
▼
藤
井
裕
子
［
美

山
中
三
年
］（
南
丹
美
術
工
芸
教
育

展
中
学
生
立
体
作
品
の
部
京
都
伝

統
工
芸
大
学
校
理
事
長
賞
）
▼
下

伊
豆
な
な
み
［
美
山
中
一
年
］（
南

丹
美
術
工
芸
教
育
展
中
学
生
立
体

作
品
の
部
京
都
府
教
育
委
員
会
教

育
長
賞
）

【
高
校
生
の
部
】

▼
西
村
香
織
［
農
芸
高
三
年
］（
第

五
十
八
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
農
業
鑑
定
競
技
（
草
花
）

出
場
）
▼
林
知
得
［
農
芸
高
三
年
］

（
第
五
十
九
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会
農
業
鑑
定
競
技
（
草

花
）
出
場
）
▼
渡
辺
良
介 

［
農
芸
高

三
年
］（
南
丹
美
術
工
芸
教
育
展
府

立
学
校
平
面
作
品
の
部
京
都
新
聞

社
賞
）
▼
森
悠
哉
［
園
部
高
一
年
］

（
南
丹
美
術
工
芸
教
育
展
府
立
学
校

平
面
作
品
の
部
京
都
府
教
育
委
員

会
教
育
長
賞
）

■
翔
け
賞

【
ス
ポ
ー
ツ
の
部
】

《
団
体
》

▼
園
部
小
学
校
男
子
リ
レ
ー
チ
ー

ム
（
第
二
十
三
回
京
都
府
小
学
生

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
四
〇
〇
㍍

リ
レ
ー
四
位
［
中
山
励
、
矢
野
雄

大
、
谷
村
駿
介
、
樋
口
基
紀
］）
▼

園
部
小
学
校
駅
伝
チ
ー
ム
（
第
三

回
南
丹
地
区
小
学
校
駅
伝
競
走
大

会
「
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
駅
伝
」
優
勝

［
樋
口
基
紀
、
谷
村
駿
介
、
西
川
愛
、

中
山
励
、
中
村
美
月
、
岡
英
里
奈
、

白
井
凌
、
広
瀬
朱
梨
）
▼
園
部
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男

子
（
京
都
府
小
学
生
新
人
大
会
三

位
／
全
京
都
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
三
位
／
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
春
季
大
会
二
位
／
京
都
府

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
秋
季
大
会
優
勝
）

▼
園
部
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
女
子
（
全
京
都
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
三
位
／
第
二
十
五
回

京
都
府
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
三
位
）

《
個
人
》

▼
熊
本
啓
佑
［
摩
気
小
五
年
］（
第

十
八
回
京
都
府
少
年
少
女
柔
道

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
五
位
・
敢
闘
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賞
／
第
十
八
回
京
都
府
少
年
少
女

柔
道
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
口
丹
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
会
優
勝
・
代
表
選
出
）

▼
所
大
地
［
八
木
小
五
年
］（
第

二
十
六
回
南
丹
船
井
少
年
少
女
剣

道
大
会
五
年
生
男
子
の
部
優
勝
・

小
中
混
合
団
体
の
部
二
位
）
▼
大

狩
光
貴
［
八
木
小
六
年
］（
第
八
回

小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
京
都
府
予
選
優
勝
／
第

十
六
回
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
京
都
府
予
選
優
勝
）

【
文
化
の
部
】

《
団
体
》

▼
平
屋
小
学
校
（
平
成
十
九
年
度

「
み
ん
な
で
読
も
う
！
一
〇
〇
〇
万

冊
読
書
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
京
都
府

知
事
賞
）
▼
吉
富
小
学
校
（
平
成

十
九
年
度
「
二
十
一
世
紀
、
新
し
い

時
代
の
健
康
教
育
推
進
学
校
表
彰
」

優
秀
校
）

《
個
人
》

▼
福
島
和
真
［
園
部
第
二
小
六
年
］

（
南
丹
美
術
工
芸
教
育
展
小
学
校
立

体
作
品
の
部
京
都
伝
統
工
芸
大
学

校
理
事
長
賞
）
▼
川
本
杏
実
［
園

部
小
二
年
］（
第
五
十
三
回
青
少
年

読
書
感
想
文
京
都
府
コ
ン
ク
ー
ル

京
都
府
知
事
賞
）
▼
美
馬
有
津
沙

［
八
木
小
四
年
］（
平
成
十
九
年
度

Ｊ
Ａ
共
済
京
都
府
小
・
中
学
生
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
（
半
紙
の
部
）
Ｊ
Ａ

共
済
連
京
都
本
部
長
賞
金
賞
）
▼

亀
安
こ
の
み
［
八
木
小
一
年
］（
南

丹
美
術
工
芸
教
育
展
小
学
生
平
面

作
品
の
部
京
都
府
教
育
委
員
会
教

育
長
賞
）
▼
西
川
聖
二
［
新
庄
小

二
年
］（
平
成
十
九
年
度
緑
化
運
動

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
京
都
府
知

事
賞
）
▼
藤
林
チ
エ
［
吉
富
小
六

年
］（
第
五
十
二
回
青
少
年
読
書
感

想
文
京
都
府
コ
ン
ク
ー
ル
毎
日
新

聞
社
京
都
支
局
長
賞
／
第
五
十
三

回
青
少
年
読
書
感
想
文
京
都
府
コ

ン
ク
ー
ル
京
都
府
図
書
館
協
議
会

長
賞
）
▼
今
西
舞
［
吉
富
小
一
年
］

（
第
三
十
二
回
「
ご
は
ん
・
お
米
と

わ
た
し
」
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
京
都
主
催
）
京
都
府

知
事
賞
）
▼
星
尾
玄
［
神
吉
小
五

年
］（
南
丹
美
術
工
芸
教
育
展
小
学

校
平
面
作
品
の
部
南
丹
教
育
委
員

会
連
絡
協
議
会
長
賞
）
▼
湯
浅
貴

文
［
殿
田
小
五
年
］（
南
丹
美
術
工

芸
教
育
展
小
学
校
立
体
作
品
の
部

京
都
府
知
事
賞
）
▼
湯
浅
雄
仁
［
殿

田
小
一
年
］（
南
丹
美
術
工
芸
教
育

展
小
学
生
平
面
作
品
の
部
京
都
新

聞
社
賞
）
▼
古
谷
尚
之
［
平
屋
小

五
年
］（
平
成
十
九
年
度
南
丹
地
区

小
学
校
駅
伝
競
走
大
会
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
）
▼
小
島

拓
也
［
平
屋
小
五
年
］（
南
丹
美
術

工
芸
教
育
展
小
学
生
平
面
作
品
の

部
南
丹
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

長
賞
）
▼
榊
さ
や
か
［
大
野
小
三

年
］（
南
丹
美
術
工
芸
教
育
展
小
学

生
平
面
作
品
の
部
京
都
新
聞
社
賞
）

▼
弓
削
美
沙
樹
［
鶴
ヶ
岡
小
五
年
］

（
第
三
十
回
記
念
京
都
こ
ど
も
美
術

展
京
都
府
知
事
賞
）
▼
田
口
僚
馬

［
鶴
ヶ
岡
小
四
年
］（
平
成
十
九
年

度
京
都
府
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
）

▼
小
林
の
ぞ
み
［
鶴
ヶ
岡
小
三
年
］

（
平
成
十
九
年
度
京
都
府
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
京
都
新
聞
社
賞
）
▼

中
野
力
也
［
宮
島
小
五
年
］（
南
丹

美
術
工
芸
教
育
展
小
学
生
立
体
作

品
の
部
京
都
新
聞
社
賞
）
▼
和
田

健
汰
［
丹
波
養
護
学
校
四
年
］（
南

丹
美
術
工
芸
教
育
展
府
立
学
校
平

面
作
品
の
部
京
都
伝
統
工
芸
大
学

校
長
賞
）
▼
矢
野
歌
恋
［
園
部
幼

稚
園
］（
南
丹
美
術
工
芸
教
育
展
幼

稚
園
平
面
作
品
の
部
京
都
府
知
事

賞
）
▼
宅
間
太
洋
［
八
木
中
央
幼

稚
園
］（
南
丹
美
術
工
芸
教
育
展
幼

稚
園
平
面
作
品
の
部
京
都
府
教
育

委
員
会
連
絡
協
議
会
長
賞
）

■
功
労
賞

《
個
人
》

▼
白
波
瀬
和
彦
［
園
部
中
学
校
教

諭
］
▼
嶋
村
益
廣
［
八
木
町
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
］

▲およそ100人が出席し、一人ひとりに表彰状が手渡されました



谷
利

　静
夫

（
広
域
合
併
後
の
Ｊ
Ａ
代
表
理
事

理
事
長
な
ど
、
多
年
に
わ
た
り

産
業
関
係
団
体
の
役
職
員
を
歴

任
さ
れ
、
地
域
農
業
の
振
興
と

生
活
の
安
定
向
上
な
ど
、
本
市

の
産
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
。

旭
日
双
光
章
受
章
）

日
吉
町
森
林
組
合

（
効
率
的
に
施
業
を
実
施
す
る

「
提
案
型
集
約
化
施
業
」
の
展

開
や
、
簡
易
な
作
業
路
網
と
高

性
能
林
業
機
械
を
組
み
合
わ
せ

た
低
コ
ス
ト
間
伐
の
推
進
な

ど
、
本
市
の
林
業
振
興
に
貢

献
。
農
林
水
産
祭
天
皇
杯
受

賞
。
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
）

菅
生

　桃
子

（
二
〇
〇
七
世
界
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
・

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
女
子
五
十
六
㌔
級
優
勝
。

第
二
十
五
回
全
日
本
高
等
学
校

■
功
績
者
表
彰

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
善
行
者
表
彰（敬

称
略
）

■
感
謝
状
贈
呈

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
京
都
府
で
は
自
転
車
の
安
全
な

利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
に
よ

り
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら

自
転
車
同
乗
幼
児
（
六
歳
未
満
）

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
（
違
反
の
罰
則
は
あ
り
ま

せ
ん
）
。

　
自
転
車
の
前
や
後
ろ
に
子
ど
も

を
乗
せ
て
転
倒
す
る
と
、
子
ど
も

に
怪
我
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
自
ら
防
御
姿
勢
を
と
る
こ

と
が
難
し
い
幼
児
の
場
合
は
、
頭
部

を
強
打
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
を
自
転
車
の
幼
児
用

座
席
に
乗
せ
る
と
き
は
、

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
せ
る

②
最
初
に
乗
せ
、
最
後
に
降
ろ
す

③
乗
せ
た
ま
ま
、
自
転
車
か
ら
離

れ
な
い

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
京
都
府
交
通
対
策
課

  

☎
〇
七
五
（
四
一
四
）
四
三
六
七

ー平成19年度　南丹市表彰式ー

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
女
子
五
十
六
㌔
級
優
勝
。

※
昨
年
度
、
初
出
場
の
ブ
ル
ガ

リ
ア
大
会
に
お
い
て
第
三
位
入

賞
。
そ
の
後
の
努
力
が
実
り
、

今
回
念
願
の
世
界
大
会
優
勝
に

輝
く
）

塩
貝

　喜
内

（
南
丹
市
立
殿
田
小
学
校
校
舎
備

品
購
入
資
金
と
し
て
多
額
の
私

財
を
寄
付
）

麻
田

　
　弦

（
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
に
故
・

麻
田
辨
自
画
伯
、
故
・
麻
田
浩

画
伯
の
作
品
を
寄
付
）

佐
竹

　妙
子

（
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
に
故
・

麻
田
辨
自
画
伯
の
作
品
を
寄

付
）
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二
月
二
十
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で
、
平
成
十
九
年
度
南
丹

市
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
市
に
功
績
や
善
行
の
あ
っ
た
個
人
や
団

体
を
た
た
え
る
も
の
で
、
本
年
度
は
三
人
の
方
と
一
団
体
を
表
彰
。

ま
た
、
二
人
の
方
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
な
お
、
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
方
、
功
績
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲書道体験するサイパン島の生徒と温かく見守る参加者

▲パネルディスカッションでは女性の社会参加に向けた意見を交換

▲府公館で行われた調印式

　
二
月
五
日
、
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ

レ
ス
ト
運
動
と
し
て
、
美
山
町
宮

脇
地
区
で
の
森
林
の
利
用
保
全
に

関
す
る
協
定
の
調
印
式
が
、
京
都

府
公
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
運
動

は
、
府
民
が
み
ん
な
で
京
都
の
森

を
守
り
育
て
て
い
く
活
動
で
す
。

平
成
十
八
年
十
一
月
に
京
都
府
が

中
心
と
な
り
、
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ

レ
ス
ト
協
会
が
設
立
さ
れ
、
地
球

温
暖
化
防
止
や
景
観
保
全
、
防
災

な
ど
の
目
的
で
地
域
と
企
業
、
団

体
な
ど
が
連
携
し
て
森
林
保
全
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
協
定
で
は
、
機
械
器
具
商
社
の

三
共
精
機
株
式
会
社
（
京
都
市
南

区
）
と
佛
教
大
学
が
、
南
丹
市
、

京
都
府
、
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス

ト
協
会
、
地
元
の
宮
脇
地
区
の
森

　
三
月
三
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
で
、
市
議
会
議
長
に
吉
田
繁
治
議

員
が
、
副
議
長
に
八
木
眞
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
六
日
、
サ
イ
パ
ン
島
の
青

少
年
ら
約
二
十
人
が
南
丹
市
を
訪

れ
、
市
内
の
中
学
生
や
日
吉
国
際

交
流
協
会
員
、
一
般
参
加
者
な
ど

約
六
十
人
と
市
日
吉
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
交
流
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
を
代
表
し
て
四
人
の
中

学
生
が
英
語
で
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
を

し
た
あ
と
、
サ
イ
パ
ン
島
の
生
徒

た
ち
が
ダ
ン
ス
を
披
露
。
参
加
者

も
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
一
緒
に
踊

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
書
道
や
お

茶
席
、
折
り
紙
な
ど
を
体
験
。
美

山
中
学
校
二
年
の
中
藤
り
ん
さ
ん

は
「
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
た
い

と
思
っ
た
」
と
初
め
て
の
交
流
に

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

南丹市に広がる国際交流の輪
ーサイパン島青少年訪日団歓迎事業ー

産
・
官
・
学
が
協
力
し
て

森
を
守
り
育
て
る
運
動

|
「
森
林
の
利
用
保
全
に

　
　
関
す
る
協
定
」
調
印
式
|

　
二
月
二
日
、
市
日
吉
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
第
二
回
南
丹
市

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
キ

ラ
リ
な
ん
た
ん
」
が
開
催
さ
れ
約

百
八
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
男
女
が
お
互
い
を
尊

重
し
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力

を
発
揮
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
実
行
委
員
長
の
野
々
口

き
ぬ
ゑ
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
と
共
に
、

男
女
共
同
参
画
の
輪
を
広
げ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
元
京
都

府
婦
人
教
育
会
館
館
長
の
小
田
博

子
さ
ん
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
女
が
共
に
輝
け
る
ま
ち

を
目
指
す
フ
ォ
ー
ラ
ム

|
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
キ
ラ
リ
な
ん
た
ん
|

林
保
全
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
み
や
わ
き
Ｂ
ｉ
ｌ
ｌ
ｙ

な
ど
と
協
働
し
て
森
林
利
用
保
全

活
動
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
調

印
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
「
つ

な
が
り
の
森
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
植
樹
や
間
伐
な
ど
の
森
林
保

全
活
動
の
ほ
か
、
樹
木
調
査
や
野

鳥
観
察
な
ど
の
森
林
や
環
境
に
つ

い
て
の
学
習
活
動
が
、
宮
脇
地
区

の
森
林
で
行
わ
れ
ま
す
。

市
議
会
議
長
に
吉
田
繁
治
氏・副
議
長
に
八
木
眞
氏

南丹市議会議長
吉田　繁治氏

南丹市議会副議長
八木　　眞氏

谷
利

　静
夫

日
吉
町
森
林
組
合

■
功
績
者
表
彰

ー平成19年度　南丹市表彰式ー

市
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
市
に
功
績
や
善
行
の
あ
っ
た
個
人
や
団

体
を
た
た
え
る
も
の
で
、
本
年
度
は
三
人
の
方
と
一
団
体
を
表
彰
。

ま
た
、
二
人
の
方
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
な
お
、
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
方
、
功
績
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

功績や善行
をたたえる
日
吉
町
森
林
組
合

日
吉
町
森
林
組
合

功績や善行

日
吉
町
森
林
組
合

（
効
率
的
に
施
業
を
実
施
す
る

「
提
案
型
集
約
化
施
業
」
の
展

開
や
、
簡
易
な
作
業
路
網
と
高

性
能
林
業
機
械
を
組
み
合
わ
せ

た
低
コ
ス
ト
間
伐
の
推
進
な

ど
、
本
市
の
林
業
振
興
に
貢

献
。
農
林
水
産
祭
天
皇
杯
受

賞
。
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
）

菅
生

　桃
子

（
二
〇
〇
七
世
界
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
・

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
女
子
五
十
六
㌔
級
優
勝
。

第
二
十
五
回
全
日
本
高
等
学
校

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
女
子
五
十
六
㌔
級
優
勝
。

第
二
十
五
回
全
日
本
高
等
学
校

日
吉
町
森
林
組
合

（
効
率
的
に
施
業
を
実
施
す
る

「
提
案
型
集
約
化
施
業
」
の
展

開
や
、
簡
易
な
作
業
路
網
と
高

性
能
林
業
機
械
を
組
み
合
わ
せ

た
低
コ
ス
ト
間
伐
の
推
進
な

日
吉
町
森
林
組
合

自
転
車
同
乗
幼
児
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

4月1日
から

自
転
車 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
幼
児
は
何
人
ま
で
同
乗
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

Ａ
原
則
と
し
て
、
十
六
歳
以
上

の
者
が
、
六
歳
未
満
の
幼
児

を
一
人
だ
け
同
乗
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。  

Ｑ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
ど
こ
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

Ａ
自
転
車
販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
商
品
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
三
千
円
前
後
が

一
般
的
な
価
格
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

Ｑ
ど
の
よ
う
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

買
う
の
が
よ
い
で
す
か
？ 

Ａ
安
全
性
の
確
保
と
い
う
点
か

ら
、
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
な
ど
の
安

全
基
準
適
合

表
示
の
あ
る

ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
お
勧
め
し

ま
す
。

▲ＳＧマーク

べ
ん
じ

け
　
が



谷
利

　静
夫

（
広
域
合
併
後
の
Ｊ
Ａ
代
表
理
事

理
事
長
な
ど
、
多
年
に
わ
た
り

産
業
関
係
団
体
の
役
職
員
を
歴

任
さ
れ
、
地
域
農
業
の
振
興
と

生
活
の
安
定
向
上
な
ど
、
本
市

の
産
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
。

旭
日
双
光
章
受
章
）

日
吉
町
森
林
組
合

（
効
率
的
に
施
業
を
実
施
す
る

「
提
案
型
集
約
化
施
業
」
の
展

開
や
、
簡
易
な
作
業
路
網
と
高

性
能
林
業
機
械
を
組
み
合
わ
せ

た
低
コ
ス
ト
間
伐
の
推
進
な

ど
、
本
市
の
林
業
振
興
に
貢

献
。
農
林
水
産
祭
天
皇
杯
受

賞
。
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
）

菅
生

　桃
子

（
二
〇
〇
七
世
界
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
・

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
女
子
五
十
六
㌔
級
優
勝
。

第
二
十
五
回
全
日
本
高
等
学
校

■
功
績
者
表
彰

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
善
行
者
表
彰（敬

称
略
）

■
感
謝
状
贈
呈

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
京
都
府
で
は
自
転
車
の
安
全
な

利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
に
よ

り
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら

自
転
車
同
乗
幼
児
（
六
歳
未
満
）

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
（
違
反
の
罰
則
は
あ
り
ま

せ
ん
）
。

　
自
転
車
の
前
や
後
ろ
に
子
ど
も

を
乗
せ
て
転
倒
す
る
と
、
子
ど
も

に
怪
我
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
自
ら
防
御
姿
勢
を
と
る
こ

と
が
難
し
い
幼
児
の
場
合
は
、
頭
部

を
強
打
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
を
自
転
車
の
幼
児
用

座
席
に
乗
せ
る
と
き
は
、

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
せ
る

②
最
初
に
乗
せ
、
最
後
に
降
ろ
す

③
乗
せ
た
ま
ま
、
自
転
車
か
ら
離

れ
な
い

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
京
都
府
交
通
対
策
課

  

☎
〇
七
五
（
四
一
四
）
四
三
六
七

ー平成19年度　南丹市表彰式ー

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
女
子
五
十
六
㌔
級
優
勝
。

※
昨
年
度
、
初
出
場
の
ブ
ル
ガ

リ
ア
大
会
に
お
い
て
第
三
位
入

賞
。
そ
の
後
の
努
力
が
実
り
、

今
回
念
願
の
世
界
大
会
優
勝
に

輝
く
）

塩
貝

　喜
内

（
南
丹
市
立
殿
田
小
学
校
校
舎
備

品
購
入
資
金
と
し
て
多
額
の
私

財
を
寄
付
）

麻
田

　
　弦

（
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
に
故
・

麻
田
辨
自
画
伯
、
故
・
麻
田
浩

画
伯
の
作
品
を
寄
付
）

佐
竹

　妙
子

（
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
に
故
・

麻
田
辨
自
画
伯
の
作
品
を
寄

付
）

8
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二
月
二
十
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で
、
平
成
十
九
年
度
南
丹

市
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
市
に
功
績
や
善
行
の
あ
っ
た
個
人
や
団

体
を
た
た
え
る
も
の
で
、
本
年
度
は
三
人
の
方
と
一
団
体
を
表
彰
。

ま
た
、
二
人
の
方
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
な
お
、
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
方
、
功
績
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲書道体験するサイパン島の生徒と温かく見守る参加者

▲パネルディスカッションでは女性の社会参加に向けた意見を交換

▲府公館で行われた調印式

　
二
月
五
日
、
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ

レ
ス
ト
運
動
と
し
て
、
美
山
町
宮

脇
地
区
で
の
森
林
の
利
用
保
全
に

関
す
る
協
定
の
調
印
式
が
、
京
都

府
公
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
運
動

は
、
府
民
が
み
ん
な
で
京
都
の
森

を
守
り
育
て
て
い
く
活
動
で
す
。

平
成
十
八
年
十
一
月
に
京
都
府
が

中
心
と
な
り
、
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ

レ
ス
ト
協
会
が
設
立
さ
れ
、
地
球

温
暖
化
防
止
や
景
観
保
全
、
防
災

な
ど
の
目
的
で
地
域
と
企
業
、
団

体
な
ど
が
連
携
し
て
森
林
保
全
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
協
定
で
は
、
機
械
器
具
商
社
の

三
共
精
機
株
式
会
社
（
京
都
市
南

区
）
と
佛
教
大
学
が
、
南
丹
市
、

京
都
府
、
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス

ト
協
会
、
地
元
の
宮
脇
地
区
の
森

　
三
月
三
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
で
、
市
議
会
議
長
に
吉
田
繁
治
議

員
が
、
副
議
長
に
八
木
眞
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
六
日
、
サ
イ
パ
ン
島
の
青

少
年
ら
約
二
十
人
が
南
丹
市
を
訪

れ
、
市
内
の
中
学
生
や
日
吉
国
際

交
流
協
会
員
、
一
般
参
加
者
な
ど

約
六
十
人
と
市
日
吉
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
交
流
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
を
代
表
し
て
四
人
の
中

学
生
が
英
語
で
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
を

し
た
あ
と
、
サ
イ
パ
ン
島
の
生
徒

た
ち
が
ダ
ン
ス
を
披
露
。
参
加
者

も
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
一
緒
に
踊

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
書
道
や
お

茶
席
、
折
り
紙
な
ど
を
体
験
。
美

山
中
学
校
二
年
の
中
藤
り
ん
さ
ん

は
「
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
た
い

と
思
っ
た
」
と
初
め
て
の
交
流
に

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

南丹市に広がる国際交流の輪
ーサイパン島青少年訪日団歓迎事業ー

産
・
官
・
学
が
協
力
し
て

森
を
守
り
育
て
る
運
動

|
「
森
林
の
利
用
保
全
に

　
　
関
す
る
協
定
」
調
印
式
|

　
二
月
二
日
、
市
日
吉
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
第
二
回
南
丹
市

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
キ

ラ
リ
な
ん
た
ん
」
が
開
催
さ
れ
約

百
八
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
男
女
が
お
互
い
を
尊

重
し
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力

を
発
揮
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
実
行
委
員
長
の
野
々
口

き
ぬ
ゑ
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
と
共
に
、

男
女
共
同
参
画
の
輪
を
広
げ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
元
京
都

府
婦
人
教
育
会
館
館
長
の
小
田
博

子
さ
ん
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
女
が
共
に
輝
け
る
ま
ち

を
目
指
す
フ
ォ
ー
ラ
ム

|
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
キ
ラ
リ
な
ん
た
ん
|

林
保
全
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
み
や
わ
き
Ｂ
ｉ
ｌ
ｌ
ｙ

な
ど
と
協
働
し
て
森
林
利
用
保
全

活
動
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
調

印
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
「
つ

な
が
り
の
森
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
植
樹
や
間
伐
な
ど
の
森
林
保

全
活
動
の
ほ
か
、
樹
木
調
査
や
野

鳥
観
察
な
ど
の
森
林
や
環
境
に
つ

い
て
の
学
習
活
動
が
、
宮
脇
地
区

の
森
林
で
行
わ
れ
ま
す
。

市
議
会
議
長
に
吉
田
繁
治
氏・副
議
長
に
八
木
眞
氏

南丹市議会議長
吉田　繁治氏

南丹市議会副議長
八木　　眞氏

功績や善行
をたたえる

自
転
車
同
乗
幼
児
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

4月1日
から

自
転
車 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
幼
児
は
何
人
ま
で
同
乗
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

Ａ
原
則
と
し
て
、
十
六
歳
以
上

の
者
が
、
六
歳
未
満
の
幼
児

を
一
人
だ
け
同
乗
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。  

Ｑ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
ど
こ
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

Ａ
自
転
車
販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
商
品
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
三
千
円
前
後
が

一
般
的
な
価
格
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

Ｑ
ど
の
よ
う
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

買
う
の
が
よ
い
で
す
か
？ 

Ａ
安
全
性
の
確
保
と
い
う
点
か

ら
、
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
な
ど
の
安

全
基
準
適
合

表
示
の
あ
る

ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
お
勧
め
し

ま
す
。

▲ＳＧマーク

べ
ん
じ

け
　
が



患　者 周囲の人
肺の奥まで
吸い込まれて
初めて感染する

くしゃみや咳

水分を失い軽くなる

結核菌

粘液の水分

飛沫核 鼻やのどでつか
まってしまえば
感染しない

肺空
洞

け
ん
た
い

　
「
結
核
」
と
い
う
と
過
去
の
病

気
と
思
わ
れ
る
方
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
で
も
毎
年
三
万

人
近
く
が
発
症
し
て
い
る
、
現
代

の
感
染
症
な
の
で
す
。

　『
結
核
』
と
は
？

　
結
核
は
、
結
核
菌
と
い
う
細
菌

が
原
因
と
な
っ
て
起
き
る
病
気

で
、
空
気
を
媒
介
し
て
人
か
ら
人

に
感
染
し
ま
す
。
結
核
は
主
に
肺

に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
が
、

骨
や
腎
臓
な
ど
に
も
病
巣
を
作
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
？

　
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
に
、

飛
び
散
る
唾
や
タ
ン
な
ど
の
中
の

結
核
菌
を
周
り
の
人
が
吸
い
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

　
唾
や
タ
ン
の
中
に
菌
を
出
し
て

い
な
い
軽
症
の
場
合
は
、
他
人
に

う
つ
す
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
感
染
」
と
「
発
病
」

　
結
核
菌
に
感
染
し
て
も
、
必
ず

し
も
発
病
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
身
体
の
免
疫
機
能
が
働
い

て
、
結
核
菌
の
増
殖
を
抑
え
ま

す
。
し
か
し
、
結
核
菌
を
免
疫
力

だ
け
で
は
完
全
に
殺
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
身
体
の
免
疫
力
が
弱

ま
る
と
、
再
び
菌
が
増
殖
し
活
発

に
活
動
を
始
め
発
病
し
ま
す
。

　乳
児
期
の
予
防
接
種
を
確
実
に

　
抵
抗
力
の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、

結
核
に
感
染
す
る
と
重
症
化
し
や

す
く
、
生
命
に
も
か
か
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
予
防
す
る

の
が
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
で
す
。

　
お
母
さ
ん
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に
受

け
継
が
れ
た
、
病
気
に
対
す
る
抵

抗
力
（
免
疫
）
は
、
生
後
八
ヵ
月

ご
ろ
ま
で
に
自
然
に
失
わ
れ
ま

す
。
こ
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
赤
ち

ゃ
ん
自
身
が
免
疫
を
作
っ
て
病
気

を
予
防
す
る
必
要
が
で
て
き
ま

す
。
こ
れ
に
役
立
つ
の
が
予
防
接

種
で
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
毒
性
を
弱
め
た
ウ
シ

型
結
核
菌
で
作
っ
た
ワ
ク
チ
ン

で
、
結
核
の
免
疫
を
つ
け
る
た
め

に
接
種
し
ま
す
。
こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
に
よ
っ
て
、
重
症
の
結
核
の

約
八
割
が
予
防
で
き
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
接
種
期
間
は
生

後
六
ヵ
月
ま
で
に
受
け
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
南
丹
市

で
は
三
〜
四
ヵ
月
児
健
診
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
の
結
核
の
多
く
は
家

族
か
ら
感
染
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
赤
ち
ゃ
ん
を
結
核
か
ら

守
る
に
は
家
族
が
結
核
に
対
す

る
知
識
を
持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら

健
康
管
理
を
行
う
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。

　早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

　
結
核
は
、
何
よ
り
も
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
結

核
の
初
期
症
状
は
風
邪
と
よ
く
似

て
い
ま
す
の
で
、
気
付
か
な
い
ま

ま
病
状
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
風
邪
か
な
？
と
思
っ
て

も
、
長
引
く
咳
や
、
微
熱
、
倦
怠

感
・
タ
ン
が
出
る
・
体
重
減
少
・

胸
痛
な
ど
の
症
状
の
時
は
、
結
核

を
疑
っ
て
病
院
で
検
査
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
高
齢
者
は
若
い
頃
に
結

核
が
流
行
し
た
た
め
、
結
核
に
す

で
に
感
染
し
て
い
る
人
が
多
く
、

加
齢
や
病
気
な
ど
で
体
力
・
抵
抗

力
が
低
下
し
た
時
に
、
眠
っ
て
い

た
菌
が
目
を
覚
ま
し
発
病
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　結
核
は
服
薬
す
れ
ば
治
り
ま
す

　
　
　
　

　
結
核
を
発
病
し
て
も
規
則
的
に

服
薬
す
れ
ば
治
り
ま
す
。
逆
に
、

不
規
則
な
服
薬
を
続
け
る
と
、
結

核
菌
が
そ
の
薬
に
対
し
て
耐
性
を

持
っ
て
し
ま
い
、
薬
が
効
か
な
い

菌
（
耐
性
菌
）
が
で
き
て
し
ま
い

ま
す
。
大
事
な
の
は
、
処
方
さ
れ

た
薬
を
き
ち
ん
と
飲
む
こ
と
で

す
。
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▲本尊は33年に一度開帳されます

～ 普門院 ～
ふ  もんいん

～ 普門院 ～
ふ  もんいん

牧
山
の
里
に
、代
々
守
り
継
が
れ
る
祈
る
心

　
日
吉
町
中
世
木
。
杉
木
立
に
囲

ま
れ
た
細
い
坂
道
を
つ
づ
ら
折
り

に
上
り
詰
め
る
と
、
西
牧
山
の
小

さ
な
集
落
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ

こ
に
は
、
普
門
院
と
大
山
祇
神
社

が
一
つ
所
に
並
ん
で
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
七
間
四
面
の
本
堂
の
ほ

か
、
七
堂
伽
藍
が
そ
び
え
立
っ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
幾
度
か
の
火

災
と
、
天
正
年
間
に
明
智
光
秀
が

周
山
城
を
築
く
際
、
ほ
と
ん
ど
が

打
ち
壊
さ
れ
て
そ
の
用
材
に
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
地
に
移
築
さ
れ
た
の
は

明
治
十
四
年
。
本
堂
に
安
置
さ
れ

る
本
尊
の
聖
観
世
音
菩
薩
（
市
指

定
文
化
財
）
は
三
十
三
年
に
一
度

開
帳
さ
れ
る
秘
仏
で
、
昭
和
六
十

年
の
法
要
で
開
帳
さ
れ
て
以
来
、

固
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
右
に
は

か
つ
て
不
動
坂
に
あ
っ
た
不
動
尊

像
、
左
に
は
引
尾
峠
に
あ
っ
た
毘

沙
門
天
立
像
（
府
指
定
文
化
財
）

が
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
神
と
仏
を
結
び
つ
け
た

思
想
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
懸
仏

（
府
登
録
文
化
財
）
が
百
三
十
九

面
、
一
部
欠
け
た
も
の
三
十
七
面

あ
り
ま
す
。
神
の
象
徴
で
あ
る
鏡

（
円
板
）
に
仏
像
な
ど
の
姿
を
表

し
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
に
多
く

の
懸
仏
が
一
カ
所
に
伝
存
す
る
の

は
貴
重
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
八
月
二
十
四
日
、
盂
蘭
盆

の
夜
に
は
、
こ
こ
で
牧
山
の
松
明

行
事（
府
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
）

が
行
わ
れ
、
燃
え
上
が
る
松
明
と

里
帰
り
の
人
々
で
集
落
が
明
る
く

こ
う
こ
う
と
照
ら
さ
れ
ま
す
。

2008.3

　雪深い牧山で、温かく迎えていただいたのは、壇徒総代の中川輝男さんと牧山
総代の中川宏さん。わずか10数軒の集落ながら、支えあって集落や寺社を代々
守り続けておられます。毎月１回、集落の女性たちが普門院に寄り集まって御詠
歌をあげる「観音講」は、何百年と続けられているとのこと。「秘境を逆手に、
今こそ牧山の魅力を発掘し、広く発信していかなければ」と、集落一の若手であ
り、“京の田舎ぐらしナビゲーター”にも認定されている中川輝男さん。ふるさ
とを愛する思いと強い意気込みが感じられました。

◇普門院に関する問い合わせ先　☎（0771）72－0805
普門院壇徒総代　中川　輝男 さん

▲丁重に収蔵庫で保管される懸仏 

　
用
明
天
皇
に
聖
徳
太
子
と
い
う

皇
子
が
い
た
。
太
子
は
あ
る
夜
、

こ
ん
な
夢
を
見
た
。
ま
っ
白
い

髪
、
長
く
垂
れ
下
っ
た
銀
色
の
あ

ご
ヒ
ゲ
を
持
つ
お
年
寄
り
が
枕
も

と
に
現
れ
「
観
音
さ
ま
と
い
う
仏

さ
ま
は
、
大
変
ご
利
益
の
多
い
あ

り
が
た
い
仏
さ
ま
だ
か
ら
、
彫
刻

を
し
て
お
ま
つ
り
な
さ
い
」
と
い

う
と
、
ス
ッ
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　
太
子
は
、
さ
っ
そ
く
三
礼
し
、

一
刀
彫
り
の
立
派
な
観
音
さ
ま
を

彫
り
あ
げ
、
牧
山
の
里
（
日
吉
町

中
世
木
）
に
ま
つ
っ
た
。

　
年
月
が
た
っ
た
あ
る
年
、
ど
う

し
た
こ
と
か
火
事
に
な
り
お
堂
の

中
は
火
の
海
。
村
人
た
ち
は
一
生

懸
命
水
を
か
け
た
が
、
火
勢
を
と

め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
と
き
燃
え
さ
か
る
火
の
海
の
中

か
ら
、
白
髪
に
長
い
あ
ご
ヒ
ゲ
を

生
や
し
た
お
年
寄
り
が
、
観
音
さ

ま
を
背
負
っ
て
出
て
き
、
弁
天
池

の
ほ
と
り
に
置
い
て
、
東
の
山
中

へ
消
え
た
。
「
あ
の
老
人
は
き
っ

と
明
神
さ
ま
の
蔵
王
権
現
に
違
い

な
い
」
と
、
そ
れ
以
来
、
牧
山
の

村
人
た
ち
は
秘
仏
と
し
て
、
三
十

三
年
ご
と
に
扉
を
開
き
、
大
き
な

お
祭
り
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
用
明
天
皇
に
聖
徳
太
子
と
い
う

皇
子
が
い
た
。
太
子
は
あ
る
夜
、

こ
ん
な
夢
を
見
た
。
ま
っ
白
い

髪
、
長
く
垂
れ
下
っ
た
銀
色
の
あ

ご
ヒ
ゲ
を
持
つ
お
年
寄
り
が
枕
も

と
に
現
れ
「
観
音
さ
ま
と
い
う
仏

さ
ま
は
、
大
変
ご
利
益
の
多
い
あ

り
が
た
い
仏
さ
ま
だ
か
ら
、
彫
刻

を
し
て
お
ま
つ
り
な
さ
い
」
と
い

う
と
、
ス
ッ
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　
太
子
は
、
さ
っ
そ
く
三
礼
し
、

一
刀
彫
り
の
立
派
な
観
音
さ
ま
を

彫
り
あ
げ
、
牧
山
の
里
（
日
吉
町

中
世
木
）
に
ま
つ
っ
た
。

　
年
月
が
た
っ
た
あ
る
年
、
ど
う

し
た
こ
と
か
火
事
に
な
り
お
堂
の

中
は
火
の
海
。
村
人
た
ち
は
一
生

懸
命
水
を
か
け
た
が
、
火
勢
を
と

め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
と
き
燃
え
さ
か
る
火
の
海
の
中

か
ら
、
白
髪
に
長
い
あ
ご
ヒ
ゲ
を

生
や
し
た
お
年
寄
り
が
、
観
音
さ

ま
を
背
負
っ
て
出
て
き
、
弁
天
池

の
ほ
と
り
に
置
い
て
、
東
の
山
中

へ
消
え
た
。
「
あ
の
老
人
は
き
っ

と
明
神
さ
ま
の
蔵
王
権
現
に
違
い

な
い
」
と
、
そ
れ
以
来
、
牧
山
の

村
人
た
ち
は
秘
仏
と
し
て
、
三
十

三
年
ご
と
に
扉
を
開
き
、
大
き
な

お
祭
り
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
牧
山
の
秘
仏
観
音
」

「
ひ
よ
し
昔
ば
な
し
」
よ
り
抜
粋

お
お
や
ま
ず
み

が  

ら
ん

し
ゃ
も
ん

ご
う 

し

う
　
らた

い
ま
つ

か
け
ぼ
と
け

び

し
ょ
う
か
ん  

ぜ  

お
ん 

ぼ  

さ
つ

お
元
気
で
す
か
？

保
健
師
で
す
。

赤ちゃんのＢＣＧ接種で結核予防
～ご存じですか？「結核」のこと～

せ
き

つ
ば

だん と



患　者 周囲の人
肺の奥まで
吸い込まれて
初めて感染する

くしゃみや咳

水分を失い軽くなる

結核菌

粘液の水分

飛沫核 鼻やのどでつか
まってしまえば
感染しない

肺空
洞

け
ん
た
い

　
「
結
核
」
と
い
う
と
過
去
の
病

気
と
思
わ
れ
る
方
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
で
も
毎
年
三
万

人
近
く
が
発
症
し
て
い
る
、
現
代

の
感
染
症
な
の
で
す
。

　『
結
核
』
と
は
？

　
結
核
は
、
結
核
菌
と
い
う
細
菌

が
原
因
と
な
っ
て
起
き
る
病
気

で
、
空
気
を
媒
介
し
て
人
か
ら
人

に
感
染
し
ま
す
。
結
核
は
主
に
肺

に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
が
、

骨
や
腎
臓
な
ど
に
も
病
巣
を
作
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
？

　
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
に
、

飛
び
散
る
唾
や
タ
ン
な
ど
の
中
の

結
核
菌
を
周
り
の
人
が
吸
い
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

　
唾
や
タ
ン
の
中
に
菌
を
出
し
て

い
な
い
軽
症
の
場
合
は
、
他
人
に

う
つ
す
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
感
染
」
と
「
発
病
」

　
結
核
菌
に
感
染
し
て
も
、
必
ず

し
も
発
病
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
身
体
の
免
疫
機
能
が
働
い

て
、
結
核
菌
の
増
殖
を
抑
え
ま

す
。
し
か
し
、
結
核
菌
を
免
疫
力

だ
け
で
は
完
全
に
殺
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
身
体
の
免
疫
力
が
弱

ま
る
と
、
再
び
菌
が
増
殖
し
活
発

に
活
動
を
始
め
発
病
し
ま
す
。

　乳
児
期
の
予
防
接
種
を
確
実
に

　
抵
抗
力
の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、

結
核
に
感
染
す
る
と
重
症
化
し
や

す
く
、
生
命
に
も
か
か
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
予
防
す
る

の
が
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
で
す
。

　
お
母
さ
ん
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に
受

け
継
が
れ
た
、
病
気
に
対
す
る
抵

抗
力
（
免
疫
）
は
、
生
後
八
ヵ
月

ご
ろ
ま
で
に
自
然
に
失
わ
れ
ま

す
。
こ
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
赤
ち

ゃ
ん
自
身
が
免
疫
を
作
っ
て
病
気

を
予
防
す
る
必
要
が
で
て
き
ま

す
。
こ
れ
に
役
立
つ
の
が
予
防
接

種
で
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
毒
性
を
弱
め
た
ウ
シ

型
結
核
菌
で
作
っ
た
ワ
ク
チ
ン

で
、
結
核
の
免
疫
を
つ
け
る
た
め

に
接
種
し
ま
す
。
こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
に
よ
っ
て
、
重
症
の
結
核
の

約
八
割
が
予
防
で
き
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
接
種
期
間
は
生

後
六
ヵ
月
ま
で
に
受
け
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
南
丹
市

で
は
三
〜
四
ヵ
月
児
健
診
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
の
結
核
の
多
く
は
家

族
か
ら
感
染
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
赤
ち
ゃ
ん
を
結
核
か
ら

守
る
に
は
家
族
が
結
核
に
対
す

る
知
識
を
持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら

健
康
管
理
を
行
う
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。

　早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

　
結
核
は
、
何
よ
り
も
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
結

核
の
初
期
症
状
は
風
邪
と
よ
く
似

て
い
ま
す
の
で
、
気
付
か
な
い
ま

ま
病
状
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
風
邪
か
な
？
と
思
っ
て

も
、
長
引
く
咳
や
、
微
熱
、
倦
怠

感
・
タ
ン
が
出
る
・
体
重
減
少
・

胸
痛
な
ど
の
症
状
の
時
は
、
結
核

を
疑
っ
て
病
院
で
検
査
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
高
齢
者
は
若
い
頃
に
結

核
が
流
行
し
た
た
め
、
結
核
に
す

で
に
感
染
し
て
い
る
人
が
多
く
、

加
齢
や
病
気
な
ど
で
体
力
・
抵
抗

力
が
低
下
し
た
時
に
、
眠
っ
て
い

た
菌
が
目
を
覚
ま
し
発
病
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　結
核
は
服
薬
す
れ
ば
治
り
ま
す

　
　
　
　

　
結
核
を
発
病
し
て
も
規
則
的
に

服
薬
す
れ
ば
治
り
ま
す
。
逆
に
、

不
規
則
な
服
薬
を
続
け
る
と
、
結

核
菌
が
そ
の
薬
に
対
し
て
耐
性
を

持
っ
て
し
ま
い
、
薬
が
効
か
な
い

菌
（
耐
性
菌
）
が
で
き
て
し
ま
い

ま
す
。
大
事
な
の
は
、
処
方
さ
れ

た
薬
を
き
ち
ん
と
飲
む
こ
と
で

す
。

̶24̶
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▲本尊は33年に一度開帳されます

～ 普門院 ～
ふ  もんいん

～ 普門院 ～
ふ  もんいん

牧
山
の
里
に
、代
々
守
り
継
が
れ
る
祈
る
心

　
日
吉
町
中
世
木
。
杉
木
立
に
囲

ま
れ
た
細
い
坂
道
を
つ
づ
ら
折
り

に
上
り
詰
め
る
と
、
西
牧
山
の
小

さ
な
集
落
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ

こ
に
は
、
普
門
院
と
大
山
祇
神
社

が
一
つ
所
に
並
ん
で
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
七
間
四
面
の
本
堂
の
ほ

か
、
七
堂
伽
藍
が
そ
び
え
立
っ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
幾
度
か
の
火

災
と
、
天
正
年
間
に
明
智
光
秀
が

周
山
城
を
築
く
際
、
ほ
と
ん
ど
が

打
ち
壊
さ
れ
て
そ
の
用
材
に
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
地
に
移
築
さ
れ
た
の
は

明
治
十
四
年
。
本
堂
に
安
置
さ
れ

る
本
尊
の
聖
観
世
音
菩
薩
（
市
指

定
文
化
財
）
は
三
十
三
年
に
一
度

開
帳
さ
れ
る
秘
仏
で
、
昭
和
六
十

年
の
法
要
で
開
帳
さ
れ
て
以
来
、

固
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
右
に
は

か
つ
て
不
動
坂
に
あ
っ
た
不
動
尊

像
、
左
に
は
引
尾
峠
に
あ
っ
た
毘

沙
門
天
立
像
（
府
指
定
文
化
財
）

が
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
神
と
仏
を
結
び
つ
け
た

思
想
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
懸
仏

（
府
登
録
文
化
財
）
が
百
三
十
九

面
、
一
部
欠
け
た
も
の
三
十
七
面

あ
り
ま
す
。
神
の
象
徴
で
あ
る
鏡

（
円
板
）
に
仏
像
な
ど
の
姿
を
表

し
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
に
多
く

の
懸
仏
が
一
カ
所
に
伝
存
す
る
の

は
貴
重
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
八
月
二
十
四
日
、
盂
蘭
盆

の
夜
に
は
、
こ
こ
で
牧
山
の
松
明

行
事（
府
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
）

が
行
わ
れ
、
燃
え
上
が
る
松
明
と

里
帰
り
の
人
々
で
集
落
が
明
る
く

こ
う
こ
う
と
照
ら
さ
れ
ま
す
。

2008.3

　雪深い牧山で、温かく迎えていただいたのは、壇徒総代の中川輝男さんと牧山
総代の中川宏さん。わずか10数軒の集落ながら、支えあって集落や寺社を代々
守り続けておられます。毎月１回、集落の女性たちが普門院に寄り集まって御詠
歌をあげる「観音講」は、何百年と続けられているとのこと。「秘境を逆手に、
今こそ牧山の魅力を発掘し、広く発信していかなければ」と、集落一の若手であ
り、“京の田舎ぐらしナビゲーター”にも認定されている中川輝男さん。ふるさ
とを愛する思いと強い意気込みが感じられました。

◇普門院に関する問い合わせ先　☎（0771）72－0805
普門院壇徒総代　中川　輝男 さん

▲丁重に収蔵庫で保管される懸仏 

　
用
明
天
皇
に
聖
徳
太
子
と
い
う

皇
子
が
い
た
。
太
子
は
あ
る
夜
、

こ
ん
な
夢
を
見
た
。
ま
っ
白
い

髪
、
長
く
垂
れ
下
っ
た
銀
色
の
あ

ご
ヒ
ゲ
を
持
つ
お
年
寄
り
が
枕
も

と
に
現
れ
「
観
音
さ
ま
と
い
う
仏

さ
ま
は
、
大
変
ご
利
益
の
多
い
あ

り
が
た
い
仏
さ
ま
だ
か
ら
、
彫
刻

を
し
て
お
ま
つ
り
な
さ
い
」
と
い

う
と
、
ス
ッ
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　
太
子
は
、
さ
っ
そ
く
三
礼
し
、

一
刀
彫
り
の
立
派
な
観
音
さ
ま
を

彫
り
あ
げ
、
牧
山
の
里
（
日
吉
町

中
世
木
）
に
ま
つ
っ
た
。

　
年
月
が
た
っ
た
あ
る
年
、
ど
う

し
た
こ
と
か
火
事
に
な
り
お
堂
の

中
は
火
の
海
。
村
人
た
ち
は
一
生

懸
命
水
を
か
け
た
が
、
火
勢
を
と

め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
と
き
燃
え
さ
か
る
火
の
海
の
中

か
ら
、
白
髪
に
長
い
あ
ご
ヒ
ゲ
を

生
や
し
た
お
年
寄
り
が
、
観
音
さ

ま
を
背
負
っ
て
出
て
き
、
弁
天
池

の
ほ
と
り
に
置
い
て
、
東
の
山
中

へ
消
え
た
。
「
あ
の
老
人
は
き
っ

と
明
神
さ
ま
の
蔵
王
権
現
に
違
い

な
い
」
と
、
そ
れ
以
来
、
牧
山
の

村
人
た
ち
は
秘
仏
と
し
て
、
三
十

三
年
ご
と
に
扉
を
開
き
、
大
き
な

お
祭
り
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
用
明
天
皇
に
聖
徳
太
子
と
い
う

皇
子
が
い
た
。
太
子
は
あ
る
夜
、

こ
ん
な
夢
を
見
た
。
ま
っ
白
い

髪
、
長
く
垂
れ
下
っ
た
銀
色
の
あ

ご
ヒ
ゲ
を
持
つ
お
年
寄
り
が
枕
も

と
に
現
れ
「
観
音
さ
ま
と
い
う
仏

さ
ま
は
、
大
変
ご
利
益
の
多
い
あ

り
が
た
い
仏
さ
ま
だ
か
ら
、
彫
刻

を
し
て
お
ま
つ
り
な
さ
い
」
と
い

う
と
、
ス
ッ
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　
太
子
は
、
さ
っ
そ
く
三
礼
し
、

一
刀
彫
り
の
立
派
な
観
音
さ
ま
を

彫
り
あ
げ
、
牧
山
の
里
（
日
吉
町

中
世
木
）
に
ま
つ
っ
た
。

　
年
月
が
た
っ
た
あ
る
年
、
ど
う

し
た
こ
と
か
火
事
に
な
り
お
堂
の

中
は
火
の
海
。
村
人
た
ち
は
一
生

懸
命
水
を
か
け
た
が
、
火
勢
を
と

め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
と
き
燃
え
さ
か
る
火
の
海
の
中

か
ら
、
白
髪
に
長
い
あ
ご
ヒ
ゲ
を

生
や
し
た
お
年
寄
り
が
、
観
音
さ

ま
を
背
負
っ
て
出
て
き
、
弁
天
池

の
ほ
と
り
に
置
い
て
、
東
の
山
中

へ
消
え
た
。
「
あ
の
老
人
は
き
っ

と
明
神
さ
ま
の
蔵
王
権
現
に
違
い

な
い
」
と
、
そ
れ
以
来
、
牧
山
の

村
人
た
ち
は
秘
仏
と
し
て
、
三
十

三
年
ご
と
に
扉
を
開
き
、
大
き
な

お
祭
り
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
牧
山
の
秘
仏
観
音
」

「
ひ
よ
し
昔
ば
な
し
」
よ
り
抜
粋

お
お
や
ま
ず
み

が  

ら
ん

し
ゃ
も
ん

ご
う 

し

う
　
らた

い
ま
つ

か
け
ぼ
と
け

び

し
ょ
う
か
ん  

ぜ  

お
ん 

ぼ  

さ
つ

お
元
気
で
す
か
？

保
健
師
で
す
。

赤ちゃんのＢＣＧ接種で結核予防
～ご存じですか？「結核」のこと～

せ
き

つ
ば

だん と
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平
成
十
八
年
か
ら
、
お
は
な
し

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

お
渡
し
し
て
い
た
「
本
の
親
子
手

帳
」
を
、
こ
の
春
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
す
。
内
容
も
よ
り
充
実

し
、
本
を
通
し
て
育
児
を
楽
し
ん

で
も
ら
え

る
よ
う
に

な
っ
て
い

ま
す
。
月

ご
と
に
、
お
す
す
め
の
絵
本
を
載

せ
、
簡
単
な
成
長
メ
モ
を
記
入
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
育
児
の

記
録
に
も
な
り
ま
す
。
お
は
な
し

会
に
参
加
さ
れ
る
た
び
に
押
さ
れ

て
ゆ
く
ス
タ
ン
プ
が
、
い
く
つ
増

え
る
か
、
お
子
さ
ん
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
お
は
な
し
会
の
日
程
は
、
各
図

書
館
・
室
で
配
布
し
て
い
る
「
お

は
な
し
か
い
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　  

）
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12　

中央図書館 ： 9時～17時
八木図書室 ：（平日）10時～18時・（日曜）10時～17時
日吉図書室 ：（平日）  9時～18時
　　　　　  （土・日）  9時～17時
美山図書室 ： 9時～17時・（金曜のみ）11時～18時

各図書館の開館時間各図書館の開館時間

イメージキャラクター“なびっと” No.9

▲図書館・室で毎月行っているおはなし会

▲本の親子手帳

「
本
の
親
子
手
帳
」
が

　
　こ
の
春
、新
し
く
な
り
ま
す

「
本
の
親
子
手
帳
」
が

　
　こ
の
春
、新
し
く
な
り
ま
す

　
南
丹
市
の
図
書
館
・
室
で
は
毎
月
、
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
し
た
「
お
は
な
し
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
親
子
で
楽
し
め
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
中
が
好
景
気
に
わ

き
、
高
度
成
長
時
代
と
呼

ば
れ
た
昭
和
四
十
年
代
、

こ
の
時
代
の
懐
か
し
グ
ッ

ズ
を「
文
房
具
」、「
お
も

ち
ゃ
」と
、
売
り
場
別
に

ま
と
め
て
、
商
店
街
の
よ

う
に
構
成
し
て
い
ま
す
。

̶視力検査̶

作：平岩　　蘭さん

なびっとの
　　４こまマンガ

※この作品は、平成19年８月に
募集した「なびっと４こまマンガ」
の中から掲載しています。
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「
千
ド
ル
の
つ
か
い
み
ち
」

「
日
本
の
戦
争
」

　
大
金
持
ち
の
親
せ
き
が
主
人

公
に
残
し
た
遺
産
は
、
た
っ
た

の
千
ド
ル
。
し
か
も
そ
の
使
い

道
を
報
告
す
る
よ
う
に
言
わ
れ

て
…
。

　
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
の
名

手
が
贈
る
七
つ
の
短
編
集
。

　
日
本
が
行
っ
た
戦
争
に
つ
い

て
深
い
思
い
を
持
ち
、
そ
の
こ

と
を
多
く
の
作
品
の
中
に
強
く

表
現
し
て
き
た
水
上
勉
の
、
彼

自
身
の
戦
争
体
験
か
ら
つ
む
が

れ
た
七
作
品
を
収
録
し
て
い
ま

す
。

作

　：
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー

発
行
：
理
論
社

著

　：
水
上
勉

発
行
：
新
日
本
出
版
社

「まぼろし商店街」
著　：串間努
発行：ソフトバンク
　　　クリエイティブ
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人権
の窓を開けて、優しい陽の光と、さわやかな風を感じてください

「共に過ごし、育まれる心」
⑨

|
南
丹
市
立
園
部
第
二
小
学
校
|

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
▲「あるくライオン」
 髙屋　雄太さん（1年）

　
▲「たたかい」 大内　琉成さん（3年）

　
▲「今年の干支版画」
西田　沙矢さん（5年）

　
▲「思い出」　宇野　　荘さん（6年）

　

「
な
わ
と
び
を
し
て
い
る
ぼ
く
」

▲

横
畑
　
惠
大
さ
ん（
2
年
）

▲

「
顔
」　
岡
本
　
幸
大
さ
ん（
4
年
）

報
な
ん
た
ん
一
月
号
に
全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
八
木
中
学
校
の
中

村
君
の
作
文
は
目
の
見
え
な
い
女

の
子
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
た

も
の
で
し
た
。
中
村
君
は
そ
の
女

の
子
と
二
日
間
一
緒
に
過
ご
し
、

そ
の
女
の
子
の
無
心
に
一
生
懸
命

生
き
て
い
る
姿
に
感
動
し
、
「
小

さ
い
け
れ
ど
と
て
も
偉
大
に
感
じ

た
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
作
文
を
読
み
、
私
は
学
生

時
代
に
手
の
不
自
由
な
友
人
と
出

会
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
出
会
っ
た
時
は
、
ど
う
接
し

て
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
に
い
ま
し

た
が
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
共

に
学
び
遊
ぶ
う
ち
に
、
い
つ
の
間

に
か
と
て
も
仲
良
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
話
す
こ
と
や
一
緒
に
過
ご

す
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
た

経
験
で
し
た
。

の
勤
務
校
の
鶴
ヶ
岡
小
学

校
は
全
校
児
童
三
十
三
人

の
小
規
模
校
で
、
音
読
や
合
唱
、

掃
除
や
遊
び
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
全
校
一
緒
に
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
全
校
生
が
交
わ

る
機
会
を
多
く
す
る
こ
と
で
、
上

級
生
は
下
級
生
の
こ
と
を
気
遣

い
、
優
し
く
面
倒
を
見
る
態
度
が

自
然
と
身
に
付
い
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
ま
た
特
別
支
援
学
級
の
児
童
と

共
に
遊
ん
だ
り
学
習
し
た
り
、
美

山
町
の
「
こ
ぶ
し
の
里
」
（
生
活

支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
）
を
訪
問
し

て
交
流
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

ど
も
た
ち
は
年
齢
の
違
う

人
や
障
が
い
の
あ
る
人
、

外
国
の
人
な
ど
、
自
分
と
違
う
い

ろ
い
ろ
な
人
と
接
し
、
共
に
活
動

す
る
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
で
、

相
手
の
こ
と
が
分
か
り
、
自
然
に

思
い
や
り
の
あ
る
接
し
方
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。

　
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
気
づ

き
や
変
容
に
共
感
し
、
心
豊
か
に

育
つ
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鶴
ヶ
岡
小
学
校
特
別
支
援
学
級
担
任

鳥
羽
敏
之
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広報なんたん3月号

　
平
成
十
八
年
か
ら
、
お
は
な
し

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

お
渡
し
し
て
い
た
「
本
の
親
子
手

帳
」
を
、
こ
の
春
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
す
。
内
容
も
よ
り
充
実

し
、
本
を
通
し
て
育
児
を
楽
し
ん

で
も
ら
え

る
よ
う
に

な
っ
て
い

ま
す
。
月

ご
と
に
、
お
す
す
め
の
絵
本
を
載

せ
、
簡
単
な
成
長
メ
モ
を
記
入
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
育
児
の

記
録
に
も
な
り
ま
す
。
お
は
な
し

会
に
参
加
さ
れ
る
た
び
に
押
さ
れ

て
ゆ
く
ス
タ
ン
プ
が
、
い
く
つ
増

え
る
か
、
お
子
さ
ん
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
お
は
な
し
会
の
日
程
は
、
各
図

書
館
・
室
で
配
布
し
て
い
る
「
お

は
な
し
か
い
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　  

）
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12　

中央図書館 ： 9時～17時
八木図書室 ：（平日）10時～18時・（日曜）10時～17時
日吉図書室 ：（平日）  9時～18時
　　　　　  （土・日）  9時～17時
美山図書室 ： 9時～17時・（金曜のみ）11時～18時

各図書館の開館時間各図書館の開館時間

イメージキャラクター“なびっと” No.9

▲図書館・室で毎月行っているおはなし会

▲本の親子手帳

「
本
の
親
子
手
帳
」
が

　
　こ
の
春
、新
し
く
な
り
ま
す

「
本
の
親
子
手
帳
」
が

　
　こ
の
春
、新
し
く
な
り
ま
す

　
南
丹
市
の
図
書
館
・
室
で
は
毎
月
、
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
し
た
「
お
は
な
し
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
親
子
で
楽
し
め
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
中
が
好
景
気
に
わ

き
、
高
度
成
長
時
代
と
呼

ば
れ
た
昭
和
四
十
年
代
、

こ
の
時
代
の
懐
か
し
グ
ッ

ズ
を「
文
房
具
」、「
お
も

ち
ゃ
」と
、
売
り
場
別
に

ま
と
め
て
、
商
店
街
の
よ

う
に
構
成
し
て
い
ま
す
。

̶視力検査̶

作：平岩　　蘭さん

なびっとの
　　４こまマンガ

※この作品は、平成19年８月に
募集した「なびっと４こまマンガ」
の中から掲載しています。

広報なんたん3月号

2008.3

「
千
ド
ル
の
つ
か
い
み
ち
」

「
日
本
の
戦
争
」

　
大
金
持
ち
の
親
せ
き
が
主
人

公
に
残
し
た
遺
産
は
、
た
っ
た

の
千
ド
ル
。
し
か
も
そ
の
使
い

道
を
報
告
す
る
よ
う
に
言
わ
れ

て
…
。

　
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
の
名

手
が
贈
る
七
つ
の
短
編
集
。

　
日
本
が
行
っ
た
戦
争
に
つ
い

て
深
い
思
い
を
持
ち
、
そ
の
こ

と
を
多
く
の
作
品
の
中
に
強
く

表
現
し
て
き
た
水
上
勉
の
、
彼

自
身
の
戦
争
体
験
か
ら
つ
む
が

れ
た
七
作
品
を
収
録
し
て
い
ま

す
。

作

　：
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー

発
行
：
理
論
社

著

　：
水
上
勉

発
行
：
新
日
本
出
版
社

「まぼろし商店街」
著　：串間努
発行：ソフトバンク
　　　クリエイティブ

13

人権
の窓を開けて、優しい陽の光と、さわやかな風を感じてください

「共に過ごし、育まれる心」
⑨

|
南
丹
市
立
園
部
第
二
小
学
校
|

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
▲「あるくライオン」
 髙屋　雄太さん（1年）

　
▲「たたかい」 大内　琉成さん（3年）

　
▲「今年の干支版画」
西田　沙矢さん（5年）

　
▲「思い出」　宇野　　荘さん（6年）

　

「
な
わ
と
び
を
し
て
い
る
ぼ
く
」

▲

横
畑
　
惠
大
さ
ん（
2
年
）

▲

「
顔
」　
岡
本
　
幸
大
さ
ん（
4
年
）

報
な
ん
た
ん
一
月
号
に
全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
八
木
中
学
校
の
中

村
君
の
作
文
は
目
の
見
え
な
い
女

の
子
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
た

も
の
で
し
た
。
中
村
君
は
そ
の
女

の
子
と
二
日
間
一
緒
に
過
ご
し
、

そ
の
女
の
子
の
無
心
に
一
生
懸
命

生
き
て
い
る
姿
に
感
動
し
、
「
小

さ
い
け
れ
ど
と
て
も
偉
大
に
感
じ

た
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
作
文
を
読
み
、
私
は
学
生

時
代
に
手
の
不
自
由
な
友
人
と
出

会
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
出
会
っ
た
時
は
、
ど
う
接
し

て
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
に
い
ま
し

た
が
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
共

に
学
び
遊
ぶ
う
ち
に
、
い
つ
の
間

に
か
と
て
も
仲
良
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
話
す
こ
と
や
一
緒
に
過
ご

す
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
た

経
験
で
し
た
。

の
勤
務
校
の
鶴
ヶ
岡
小
学

校
は
全
校
児
童
三
十
三
人

の
小
規
模
校
で
、
音
読
や
合
唱
、

掃
除
や
遊
び
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
全
校
一
緒
に
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
全
校
生
が
交
わ

る
機
会
を
多
く
す
る
こ
と
で
、
上

級
生
は
下
級
生
の
こ
と
を
気
遣

い
、
優
し
く
面
倒
を
見
る
態
度
が

自
然
と
身
に
付
い
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
ま
た
特
別
支
援
学
級
の
児
童
と

共
に
遊
ん
だ
り
学
習
し
た
り
、
美

山
町
の
「
こ
ぶ
し
の
里
」
（
生
活

支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
）
を
訪
問
し

て
交
流
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

ど
も
た
ち
は
年
齢
の
違
う

人
や
障
が
い
の
あ
る
人
、

外
国
の
人
な
ど
、
自
分
と
違
う
い

ろ
い
ろ
な
人
と
接
し
、
共
に
活
動

す
る
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
で
、

相
手
の
こ
と
が
分
か
り
、
自
然
に

思
い
や
り
の
あ
る
接
し
方
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。

　
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
気
づ

き
や
変
容
に
共
感
し
、
心
豊
か
に

育
つ
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鶴
ヶ
岡
小
学
校
特
別
支
援
学
級
担
任

鳥
羽
敏
之
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まちの話題を
　　紹介します

身近な話題を広報係（0771）68-0019へお寄せください。

14

　南丹市母子寡婦福祉会（岸本壽枝
会長）の主催による南丹市母子寡婦
親子の集いが、市日吉町生涯学習セ
ンターで行われました。南部自立支
援センターの水上恭子さんによる
「自立に向かって新しいスタート」と
題した講演が行われ、就労や親子関
係などについて「忙しくとも常に子ど
もに寄り添ってほしい。また周囲との
コミュニケーションをとり、助け合え
る環境を築くことが大切」と話され
ました。

▲5歳から70歳代の幅広い市民出演者が一丸となった舞台

▲講演でコミュニケーションの大切さを話される水上さん

お詫びと訂正　　広報なんたん11月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
13ページ…（誤）藤林裕子さん⇒（正）藤井裕子さん

「
地
域
活
性
化
に
寄
与

  

府
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
」

　平成19年京都府スポーツ賞(功労賞)を名古友弘さん
（美山町河内谷）が受賞されました。名古さんは旧美山
町では美山町体育協会副会長・会長を歴任され、「美山
町インディアカ協会」の設立に貢献されるなど、地域の
スポーツ振興に寄与されました。合併後は市域を一体化
する新組織の創設に指導力を発揮され、市体育協会設
立後は副会長に就任されました。現在は、同協会理事と
して、地域のスポーツイベントの企画・運営など精力的
に行っておられます。

▲

京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
さ
れ
た
名
古
さ
ん

「
周
り
と
助
け
合
え
る
環
境
を
築
き

   

自
立
に
向
か
っ
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
」

「
さ
あ
、さ
が
そ
う
よ『
青
い
鳥
』を
」

15

▲俳句の心について話される丸山冬鳳先生

▲アクセサリー製作を体験する参加者ら

▲夜間中学校の話をされる小林民和先生（左）

　南丹市婦人会（畑ふみ子会長）によ
る恒例の第25回きさらぎフェアが市
国際交流会館で行われました。
　市内の婦人会各支部の活動を発表
する場として手芸や工芸作品、手作り
のエコグッズなどが展示されたほか、
アクセサリー作りなどの体験コーナー
も設けられました。また、地域の農産
加工グループのおもちやお菓子などの
出展もあり、参加者同士の交流や、訪
れた人たちの笑顔があふれる一日に
なりました。

　南丹市立図書館主催の文化講演会が
園部公民館で行われました。
　第1部では、夜間中学校を描いたド
キュメンタリー映画「こんばんは」を上
映。第2部では、京都府で唯一の夜間中
学校の洛友中学校に通う生徒の姜徳順
さんをはじめ、教師の小林民和さん、学
生ボランティアの山根実紀さんを招い
た講演が行われました。夜間中学校は、
戦後の混乱期に、学校に行けなかった
人たちに学ぶ場を提供するため、昭和
22年に大阪で始まりました。姜さんは
「さまざまな人と学んだことが私の宝
物です」と語ってくださいました。

　南丹市内で俳句に親しむ者同士が、一同
に集まり、交流を深めながらお互いの感性
を磨こうと、市文化協会連絡協議会（高木
茂会長）の主催による南丹市俳句同好者
の集いが市日吉町生涯学習センターで行
われ25人の参加がありました。
　講師に京鹿子同人会副会長の丸山冬鳳
先生を招き「俳句の心」と題した話を聞い
た後、自然の移ろいや春が待ち遠しい想い
を詠った句を参加者が披露。「万葉の 心と
なりて 初硯」や「雪景色 この里が好き 今
が好き」など、思い思いの情景が詠まれま
した。

「
手
作
り
作
品
と
笑
顔
並
ん
だ一日
」

「
夜
間
中
学
の
生
徒
講
演 

│
学
ぶ
喜
び
、宝
物
│
」

「
雪
景
色

　こ
の
里
が
好
き

　今
が
好
き
」

（
2
／   

　南
丹
市
母
子
寡
婦
親
子
の
集
い
）

10

（
平
成
十
九
年
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
）（

2
／

　
　南
丹
市
立
図
書
館
主
催
文
化
講
演
会
）

16

　美山文化ホールで第2回美山フォーラム
を、佛教大学、美山まちづくり委員会、南
丹市の主催で行いました。フォーラムでは、
「人は誰でも主役になれる」と題し、徳島
県上勝町で年間売上高3億円以上の葉っ
ぱビジネスを成功させ、過疎の町を再生に
導いた株式会社いろどり副社長の横石知
二さんが講演されました。また、美山名水
株式会社の田中綜治社長、美山在住で京
都新聞社の井上年央記者、佛教大学「美山
研究会」の学生らによるパネルディスカッ
ションを行い、それぞれの活動や取り組み
が話されました。

2008.3

広報なんたん3月号 広報なんたん3月号

2008.3

（
2
／

　
　南
丹
市
俳
句
同
好
者
の
集
い
）

15

　市民ミュージカルをつくる会「♩丹
musica(タンタンムジカ：西田ひとみ
代表)」の初公演が市日吉町生涯学習
センターで行われ、昼の部、夜の部を
合わせ約470人の観客を魅了しまし
た。モーリス・メーテルリンク原作の
「青い鳥」をベースに、南丹地域なら
ではの演出を取り入れて創り上げられ
た作品には、秋の収穫を祝う「亥の子
の牡丹餅」なども歌われました。
　平成18年7月に、緑豊かな南丹地
域に暮らし、子どもたちが心豊かに育
ってほしいと願う母親たちがミュージ
カルを企画され、いろいろな方たち
の協力で創り上げられた舞台は、出
演者やスタッフ総勢130人の思いが詰
まったファンタジーの世界。「一人ひ
とりが目に見えない大切な何か『青
い鳥』を見つけてほしい。そしてその
ような豊かな心を、未来を担う子ども
たちへ伝えることができれば」と熱
演されました。

（
2
／

　
　市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
丹
波
版
青
い
鳥
」
初
公
演
）

24

（
2
／

　
　第
二
十
五
回
き
さ
ら
ぎ
フ
ェ
ア
）

17

い

ぼ た も ち

広報なんたんは、平成20年度から、隔月の第2金
曜日発行となります。次回の発行は5月9日です。

▲5歳から70歳代の幅広い市民出演者が一丸となった舞台

広報なんたんは、平成20年度から、隔月の第2金
曜日発行となります。次回の発行は5月9日です。

▲5歳から70歳代の幅広い市民出演者が一丸となった舞台
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広報なんたんは、平成20年度から、隔月の第2金
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お　　知　　ら　　せ

▲美山での活動が紹介されたパネルディスカッション
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まちの話題を
　　紹介します

身近な話題を広報係（0771）68-0019へお寄せください。
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　南丹市母子寡婦福祉会（岸本壽枝
会長）の主催による南丹市母子寡婦
親子の集いが、市日吉町生涯学習セ
ンターで行われました。南部自立支
援センターの水上恭子さんによる
「自立に向かって新しいスタート」と
題した講演が行われ、就労や親子関
係などについて「忙しくとも常に子ど
もに寄り添ってほしい。また周囲との
コミュニケーションをとり、助け合え
る環境を築くことが大切」と話され
ました。

▲5歳から70歳代の幅広い市民出演者が一丸となった舞台

▲講演でコミュニケーションの大切さを話される水上さん

お詫びと訂正　　広報なんたん11月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
13ページ…（誤）藤林裕子さん⇒（正）藤井裕子さん

「
地
域
活
性
化
に
寄
与

  

府
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
」

　平成19年京都府スポーツ賞(功労賞)を名古友弘さん
（美山町河内谷）が受賞されました。名古さんは旧美山
町では美山町体育協会副会長・会長を歴任され、「美山
町インディアカ協会」の設立に貢献されるなど、地域の
スポーツ振興に寄与されました。合併後は市域を一体化
する新組織の創設に指導力を発揮され、市体育協会設
立後は副会長に就任されました。現在は、同協会理事と
して、地域のスポーツイベントの企画・運営など精力的
に行っておられます。

▲

京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
さ
れ
た
名
古
さ
ん

「
周
り
と
助
け
合
え
る
環
境
を
築
き

   

自
立
に
向
か
っ
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
」

「
さ
あ
、さ
が
そ
う
よ『
青
い
鳥
』を
」
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▲俳句の心について話される丸山冬鳳先生

▲アクセサリー製作を体験する参加者ら

▲夜間中学校の話をされる小林民和先生（左）

　南丹市婦人会（畑ふみ子会長）によ
る恒例の第25回きさらぎフェアが市
国際交流会館で行われました。
　市内の婦人会各支部の活動を発表
する場として手芸や工芸作品、手作り
のエコグッズなどが展示されたほか、
アクセサリー作りなどの体験コーナー
も設けられました。また、地域の農産
加工グループのおもちやお菓子などの
出展もあり、参加者同士の交流や、訪
れた人たちの笑顔があふれる一日に
なりました。

　南丹市立図書館主催の文化講演会が
園部公民館で行われました。
　第1部では、夜間中学校を描いたド
キュメンタリー映画「こんばんは」を上
映。第2部では、京都府で唯一の夜間中
学校の洛友中学校に通う生徒の姜徳順
さんをはじめ、教師の小林民和さん、学
生ボランティアの山根実紀さんを招い
た講演が行われました。夜間中学校は、
戦後の混乱期に、学校に行けなかった
人たちに学ぶ場を提供するため、昭和
22年に大阪で始まりました。姜さんは
「さまざまな人と学んだことが私の宝
物です」と語ってくださいました。

　南丹市内で俳句に親しむ者同士が、一同
に集まり、交流を深めながらお互いの感性
を磨こうと、市文化協会連絡協議会（高木
茂会長）の主催による南丹市俳句同好者
の集いが市日吉町生涯学習センターで行
われ25人の参加がありました。
　講師に京鹿子同人会副会長の丸山冬鳳
先生を招き「俳句の心」と題した話を聞い
た後、自然の移ろいや春が待ち遠しい想い
を詠った句を参加者が披露。「万葉の 心と
なりて 初硯」や「雪景色 この里が好き 今
が好き」など、思い思いの情景が詠まれま
した。

「
手
作
り
作
品
と
笑
顔
並
ん
だ一日
」

「
夜
間
中
学
の
生
徒
講
演 

│
学
ぶ
喜
び
、宝
物
│
」

「
雪
景
色

　こ
の
里
が
好
き

　今
が
好
き
」

（
2
／   

　南
丹
市
母
子
寡
婦
親
子
の
集
い
）

10

（
平
成
十
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年
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都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
）（

2
／

　
　南
丹
市
立
図
書
館
主
催
文
化
講
演
会
）
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　美山文化ホールで第2回美山フォーラム
を、佛教大学、美山まちづくり委員会、南
丹市の主催で行いました。フォーラムでは、
「人は誰でも主役になれる」と題し、徳島
県上勝町で年間売上高3億円以上の葉っ
ぱビジネスを成功させ、過疎の町を再生に
導いた株式会社いろどり副社長の横石知
二さんが講演されました。また、美山名水
株式会社の田中綜治社長、美山在住で京
都新聞社の井上年央記者、佛教大学「美山
研究会」の学生らによるパネルディスカッ
ションを行い、それぞれの活動や取り組み
が話されました。

2008.3

広報なんたん3月号 広報なんたん3月号

2008.3

（
2
／

　
　南
丹
市
俳
句
同
好
者
の
集
い
）
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　市民ミュージカルをつくる会「♩丹
musica(タンタンムジカ：西田ひとみ
代表)」の初公演が市日吉町生涯学習
センターで行われ、昼の部、夜の部を
合わせ約470人の観客を魅了しまし
た。モーリス・メーテルリンク原作の
「青い鳥」をベースに、南丹地域なら
ではの演出を取り入れて創り上げられ
た作品には、秋の収穫を祝う「亥の子
の牡丹餅」なども歌われました。
　平成18年7月に、緑豊かな南丹地
域に暮らし、子どもたちが心豊かに育
ってほしいと願う母親たちがミュージ
カルを企画され、いろいろな方たち
の協力で創り上げられた舞台は、出
演者やスタッフ総勢130人の思いが詰
まったファンタジーの世界。「一人ひ
とりが目に見えない大切な何か『青
い鳥』を見つけてほしい。そしてその
ような豊かな心を、未来を担う子ども
たちへ伝えることができれば」と熱
演されました。

（
2
／

　
　市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
丹
波
版
青
い
鳥
」
初
公
演
）

24

（
2
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二
十
五
回
き
さ
ら
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フ
ェ
ア
）

17

い

ぼ た も ち

広報なんたんは、平成20年度から、隔月の第2金
曜日発行となります。次回の発行は5月9日です。

お　　知　　ら　　せ

▲美山での活動が紹介されたパネルディスカッション
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2008.3

写真掲載の応募をお待ちしています。（応募数によっては順番待ちになることがあります）詳しくは情報推進課広報広聴係まで

●総人口：35,554人（－62)
（男：17,125人・女：18,429人）

（－24） （－38）

●世帯数：13,525世帯（－17)
（平成20年3月1日現在）

（　）内は前月比　

TEL：0771-68-0019   FAX：0771-63-0653
URL：http://www.city.nantan.kyoto.jp
e-mail：jouhou-s@city.nantan.kyoto.jp

編集・発行：南丹市役所 企画管理部情報推進課
〒622-8651 京都府南丹市園部町小桜町47
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本紙は環境への配慮から、再生紙に、ソイインキ（大豆油）で印刷しています。
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ふるさとの風景再発見 ！

2008年　Vol.27

「先生、これまでありがとう！」
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3／11　園部幼稚園「お別れ会」

2 ４月１日から始まる新しい医療制度をお知らせします
4 スポーツ・文化の功績をたたえ表彰
8 功績や善行をたたえる　─平成19年度　南丹市表彰式─
9 行政トピックス
10 いきいき南丹／ぶらりなんたん　～普門院～

月号3
けん  ご

　昨年の夏から練習を重ね、2月24日に初公演を迎えられた♩丹musica。南丹市の
子どもから大人までが一緒に作りあげた手作りのミュージカルは、迫真の演技の連
続で、見応えのある舞台でした。（14ページに関連記事）

今月の表紙…3月11日に園部幼稚園で行われ
たお別れ会。卒園する園児たちは、これまでお
世話になった先生たちに、感謝の思いを込めて
書いた似顔絵を贈りました。

■♩丹musica（タンタンムジカ）初公演

「兄弟仲良く、素直で優しい子になってね」
（パパ・ママより）

平岩　賢悟くん （０歳３ヵ月）
●園部町

とも

〝〝
　

四
月
か
ら
は
、
ま
ち
の
話
題
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
９
ち
ゃ
ん
ね

る
」
の
中
で
い
ち
早
く
お
届
け

し
、
広
報
誌
は
奇
数
月
の
第
二
金

曜
日
の
隔
月
発
行
に
な
り
ま
す
。

よ
り
読
み
や
す
い
広
報
誌
と
な
る

よ
う
、
情
報
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
基
本
と
な
る
文
字
を
大
き

く
し
ま
す
。
紙
面
の
構
成
も
工
夫

し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
顔

が
見
え
、
声
が
聞
こ
え
る
広
報
誌

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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